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市
で
は
、
７
月
よ
り
総

合
健
診
（
特
定
健
診
・
各

種
が
ん
検
診
）
を
実
施
し

ま
す
。

　
対
象
者
に
は
７
月
上
旬

に
「
健
診
キ
ッ
ト
」
を
送

付
し
ま
す
。

　
過
去
３
年
間
に
市
の
総

合
健
診
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
方
や
新
た
に
健
診
を

受
け
る
方
は
、
受
診
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
、
保
健

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
生
活
習
慣
病
予
防
は
健

診
を
受
け
る
こ
と
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
結
果

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
生
活

改
善
を
し
て
い
け
ば
良
い

の
か
が
分
か
り
ま
す
。
自

分
や
大
切
な
家
族
の
た
め

に
も
受
診
し
て
健
康
管
理

を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

各種検診のご案内

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

過
信
し
な
い
で
、
自
分
の
健
康

総
合
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

種類 対象者 金額 備考

特定健診（基本健診）

①25歳～39歳 
②40歳以上74歳以下の国保加入者 
③40歳以上74歳以下の国保以外の保険の
　被扶養者 
④75歳以上

1,500円（70歳以上は無料） 
③の方は加入している保険に
よって金額が異なります

肝炎ウイルス検査 40歳以上の方で、過去に受診していない方 500円（70歳以上は無料） 無料検診の詳細はP4を参照

骨粗しょう症検査 40、45、50、55、60、65、70歳の女性 1,000円（70歳は無料）

歯科健診 25歳以上の方 無料

胃がん検診 40歳以上の方 1,000円（70歳以上は無料）

肝がん検診 25歳以上の方 1,000円（70歳以上は無料）

● 子宮がん
　 検診

頸部 20歳以上の女性 2,000円（70歳以上は無料）

頸体部 医師の判断により検診が必要と認められ
た方

2,800円（70歳以上は無料）
※内800円は医療機関へ支払

● 乳がん
　 検診

視触診＋エコー 25～39歳　
40歳以上の偶数歳の女性

1,000円（70歳以上は無料） 日程はP4を参照してください
視触診
＋マンモグラフィー 41歳以上の奇数歳の女性

肺
が
ん
検
診

胸部レントゲン検診（※1） 25歳以上の方 500円（70歳以上は無料） ※１　胸部レントゲン・CTの両
方を受診することはできません
日程はP3を参照してくださいCT検診（※1） 40歳以上の方 2,000円

● 喀たん検査 40歳以上の方で喫煙指数600以上 1,000円（70歳以上は無料） 喫煙指数とは 
１日の喫煙本数×喫煙年数

大腸がん検診 25歳以上の方 500円（70歳以上は無料） 無料検診の詳細はP4を参照

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円（70歳以上は無料）

年齢については、平成 26 年 3 月 31 日現在の年齢です。　●印の検査は、別日程で行います。

25歳～39歳の方 ※注意：受診券の発行
や受診方法などは加入
している医療保険へお
問い合わせください。
被扶養者の方で、韮崎
市の特定健診を受診す
る場合、「特定健診受
診券」が必要です。

市の一般健診を受診す
る場合、39歳以下の
被扶養者は受診券は不
要です。

後期高齢者医療保険

市の国保以外
（会社の保険など）

市の国保 市の一般健診
1,500円

会社などの一般健診
または、市の一般健診

市の特定健診
1,500円（70歳以上は無料）

会社などの特定健診
※注意

市の一般健診
無料

加入している保険に関係なく、総合健診会場でがん検診を受診することができます。
年齢については下記表をご覧ください。

市の国保以外
（会社の保険など）

市の国保

人間ドックと総合健診の
両方は受診できません！

40歳～74歳の方

75歳以上の方

各種がん検診を
受診したい場合は？

人間ドックを受診
したい！

市の国保加入者で
40歳～74歳のみ

（平成26年3月31日現在）

別途料金がかかります
【補助があります】

公費負担  男性 23,000円
女性 28,000円

総合健診を受けずに
保健課に申し込み

12月13日まで受付中！

受ける健診は
これです！健康保険の種類は？年齢は？

（平成26年3月31日現在）
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●
健
診
時
の
託
児
を
実
施

■
対
象
年
齢

　
６
ヶ
月
以
上

　
～
小
学
３
年
生
以
下

■
実
施
会
場

　
下
記
日
程
表
「
託
児
」
欄
の

○
印
の
み
実
施

■
ご
利
用
の
方

　
事
前
に
保
健
課
（
☎
２
３
ー

４
３
１
０
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
該
当
地
区
の
実
施
日
に
都 

　
合
が
悪
く
受
診
で
き
な
い

　
場
合

　
該
当
地
区
以
外
の
日
に
も
受
診

で
き
ま
す
。
な
お
、
変
更
の
連
絡

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
乳
が
ん
検
診
を
予
約

さ
れ
て
い
る
方
で
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
保
健
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
受
診
の
結
果
に
つ
い
て

　
健
診
受
診
日
よ
り
約
一
か
月
後

に
健
診
結
果
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
対
象
の
方
に
は
通
知
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

各地区健診日程表 肺がん検診（ＣＴ検診）、歯科健診、乳がん検診、託児は指定日（○印）のみの実施になります。

健診日 地区・場所 受付時間 受付地区 肺
ＣＴ 歯科 乳がん

（午後） 託児

７月17日（水）
地区 円野

8:00 ～ 10:30 円野町 ○
場所 つぶらの会館

７月18日（木）
地区 清哲

8:00 ～ 10:30 清哲町 ○
場所 清哲会館

７月19日（金）
地区 神山

8:00 ～ 10:30 神山町 ○
場所 神山体育館

７月20日（土）
地区 韮崎

8:00 ～ 10:30 韮崎 ○ ○
場所 保健福祉センター

７月23日（火）
地区 旭

8:00 ～ 10:30 旭町 ○
場所 旭体育館

７月24日（水）
地区 藤井

8:15 ～ 10:30 藤井町 ○ ○ ○
場所 東京エレクトロン韮崎文化ホール

７月25日（木）
地区 中田・全体 8:15 ～  9:15

中田町　※送迎ワゴン車有
8:00  小田川公民館 →　
8:05  ゆ～ぷる駐車場 →
8:10  中田公民館 →
8:15  新府駅

○ ○ ○

場所 東京エレクトロン韮崎文化ホール 9:15 ～ 10:30 未受診者

７月26日（金）
地区 穴山・全体 8:15 ～  9:15

穴山町　※送迎ワゴン車有
8:00  重久公民館 →
8:05  穴山デイサービス →
8:10  石水公民館 →
8:15  伊藤窪公民館 →
8:20  久保公民館

○ ○ ○ ○

場所 東京エレクトロン韮崎文化ホール 9:15 ～ 10:30 未受診者

８月３日（土）
地区 韮崎

8:00 ～ 10:30 韮崎 ○ ○
場所 保健福祉センター

８月４日（日）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○ ○ ○
場所 保健福祉センター

10月８日（火）
地区 龍岡

8:00 ～ 10:30 龍岡町 ○
場所 龍岡体育館

10月９日（水）
地区 大草

8:00 ～ 10:30 大草町 ○
場所 大草ふれあいセンター

10月10日（木）
地区 穂坂

8:00 ～ 10:30 穂坂町 ○
場所 勤労青年センター

10月19日（土）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○ ○
場所 保健福祉センター

10月20日（日）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○ ○ ○
場所 保健福祉センター

10月24日（木）
地区 全体

8:15 ～ 10:30 未受診者 ○ ○ ○
場所 東京エレクトロン韮崎文化ホール

10月25日（金）
地区 全体

8:15 ～ 10:30 未受診者 ○ ○ ○ ○
場所 東京エレクトロン韮崎文化ホール

10月26日（土）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○ ○
場所 保健福祉センター

10月27日（日）
地区 全体

8:00 ～ 10:30 未受診者 ○ ○ ○
場所 保健福祉センター
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放
置
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ

と
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

左
表
の
対
象
者
に
は
、
「
受
診

勧
奨
の
通
知
」
を
７
月
上
旬
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。

※
な
お
、
通
知
が
届
い
た
方
で
、

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
診
（
市
の
総
合
健
診
・
勤
め

先
の
人
間
ド
ッ
ク
・
出
産
時
な

ど
）
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
今
回
受
診
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

行
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
診
券
発
行
期
限

　
12
月
13
日
（
金
）

■
持
物

・
自
己
負
担
金
１
、０
０
０
円

・
保
険
証

　
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
５
月
号

　
Ｐ
８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
の
方

へ
６
月
に
ク
ー
ポ
ン
券
（
ピ
ン

ク
色
の
封
筒
）
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
を
ご
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
・
場
所

　
前
ペ
ー
ジ
「
各
地
区
総
合
健
診

日
程
表
」
参
照

■
持
物

　
受
診
勧
奨
通
知
・
保
険
証

　
最
近
は
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の

大
切
さ
が
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
診
す
る
際
は
、
事
前
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
受
診
券
の
発

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス（
血
液
）検
診

　
肝
臓
の
病
気
で
あ
る
肝
炎
は
、

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
肝
炎
に
な
る
と
肝

臓
の
細
胞
が
壊
れ
、
肝
臓
の
働
き

を
悪
く
し
ま
す
。
ま
た
、
治
療
を

　
節
目
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
検

診
の
自
己
負
担
金
免
除
に
よ
る
大

腸
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
総
合
健
診
会
場
で
実
施
し
ま

す
。

●
大
腸
が
ん（
便
潜
血
）検
診

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
し
て

治
療
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
癒
が
可
能

で
す
。
大
腸
が
ん
の
死
亡
者
数
は
、

食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
男
女

と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後

も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
表
の
対
象
者
に
は
、
「
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
」
と
「
検
診
手
帳
」

を
７
月
上
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
検
診
に
必
要
な
キ
ッ

ト
」
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
や
過
去
３
年
以
内
に

総
合
健
診
の
受
診
歴
が
あ
る
方
に
、

健
診
の
案
内
と
と
も
に
７
月
上
旬

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　
右
記
以
外
の
方
で
、
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
課
（
☎

２
３
ー
４
３
１
０
）
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

■
持
物

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
・
検
便
・

　
保
険
証

年齢 生年月日 対象検診項目

40歳 昭和47（1972）年４月２日～ 
　昭和48（1973）年４月１日

大腸がん・ 
肝炎ウイルス

45歳 昭和42（1967）年４月２日～ 
　昭和43（1968）年４月１日

大腸がん・ 
肝炎ウイルス

50歳 昭和37（1962）年４月２日～ 
　昭和38（1963）年４月１日

大腸がん・ 
肝炎ウイルス

55歳 昭和32（1957）年４月２日～ 
　昭和33（1958）年４月１日

大腸がん・ 
肝炎ウイルス

60歳 昭和27（1952）年４月２日～ 
　昭和28（1953）年４月１日

大腸がん・ 
肝炎ウイルス

65歳 昭和22（1947）年４月２日～ 
　昭和23（1948）年４月１日 肝炎ウイルス

大腸がん検診・肝炎ウイルス無料検診対象者

乳がん検診日程表
■検査実施機関：厚生連健康管理センター

■検査実施機関：韮崎市立病院

■検査実施機関：いいのクリニック

　※年齢は平成 25 年４月１日現在です。

　※保健課で事前予約が必要です。

　※受診 8 日前まで保健課で事前予約が必要です。

実施月 実施日 場所 
受付時間（13：30 ～ 15：00）

7 月 26 東京エレクトロン韮崎文化ホール
8 月 5・19・23

保健福祉センター9 月 2・20
10 月 11
10 月 25 東京エレクトロン韮崎文化ホール
10 月 30

保健福祉センター
11 月 6・11・18
12 月 4・16
1 月 17

実施月 実施日（金曜日） 場所・受付時間
7 月 12・19・26

韮崎市立病院
外科外来

受付時間　13：30

8 月 2・9・16・23・30
9 月 6・13・20・27

10 月 4・18・25
11 月 1・8・15・29
12 月 6・13・20
1 月 10・17・24・31

受診期間 場所
直接医療機関に予約のうえ、受診してく
ださい。

いいのクリニック
☎ 23 ー 1296

本町 2 ー 14 ー 15平成 26 年 1 月 31 日（金）まで

40
歳
以
上
の
節
目
年
齢
の
方
は

 

大
腸
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
　  
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

乳
が
ん
検
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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格
者
証
の
「
離
職
理
由
コ
ー

ド
」
が
（
11
、
12
、
21
、
22
、

23
、
31
、
32
、
33
、
34
）
に
該

当
す
る
方

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
印
鑑

※
保
険
税
に
は
そ
の
他
の
減
免
制

度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
に
発
行
し
て
い
る
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　「
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
通
知
書
」
を
、
７
月
中

旬
に
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

※
世
帯
主
が
社
会
保
険
等
に
ご
加

入
の
場
合
で
も
、
同
じ
世
帯
に

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
い

る
場
合
に
は
、
世
帯
主
名
義
で

通
知
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
保
険
税
額
・
限

度
額
は
、
昨
年
度
と
同
様
と
な
り

ま
す
。【
表
１
参
照
】

　
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
、

倒
産
、
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
で

離
職
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
前
年
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し

て
所
得
割
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
軽
減
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
課
国

保
医
療
担
当
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
方

　
次
の
①
～
③
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
者

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

　
職
し
た
方

②
離
職
日
現
在
で
65
歳
未
満
の
方

③
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
方
で
、
雇
用
保
険
受
給
資

離
職
さ
れ
た
方
は

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
の
更
新

　
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要
な

場
合
は
、
８
月
中
に
市
民
課
国
保

医
療
担
当
窓
口
で
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
講

師
役
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
虹
の
会
の
会
員
数
は
43
人
で
す

が
、「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

の
山
梨
県
支
部
と
し
て
約
５
５
０

人
、
全
国
に
は
約
一
万
人
の
会
員

が
い
ま
す
。

　
介
護
中
の
人
や
、
介
護
経
験
者

の
他
に
も
、
福
祉
、
医
療
、
保
健

に
関
わ
る
専
門
職
の
方
々
も
共
に

つ
ど
い
、
語
り
、
励
ま
し
合
い
支

え
合
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
　

　
虹
の
会
は
、
入
会
を
し
な
く
て

も
、
介
護
経
験
者
が
介
護
の
悩
み

を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
つ
ら
く
な

っ
た
ら
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
介

護
者
の
思
い
を
理
解
し
て
く
れ
る

方
た
ち
に
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
虹
の
会
　
☎
２
２
ー
０
３
６
６

＊
も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
２
３
ー
４
４
６
４

　
家
族
が
認
知
症
と
い
う
病
に
よ

り
、
以
前
の
よ
う
に
生
活
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
は
、
認
知
症
の
方

ご
自
身
に
も
、
家
族
に
と
っ
て
も

大
変
で
つ
ら
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
認
知
症
と
い
う
病

気
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
偏
見
が

な
く
な
ら
ず
、
誰
に
も
相
談
で
き

ず
に
介
護
の
悩
み
を
抱
え
込
ん
で

し
ま
わ
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
認
知
症
は
進
行
す
る

病
で
あ
り
、
一
人
で
悩
ん
で
い
て

も
病
状
は
悪
化
す
る
一
方
で
す
。

　
今
回
は
、
認
知
症
の
方
を
介
護

す
る
家
族
の
相
談
場
所
の
一
つ
と

し
て
「
虹
の
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

■
「
虹
の
会
」
と
は
？

　
公
益
社
団
法
人 

認
知
症
の
人

と
家
族
の
会 

山
梨
県
支
部
「
あ

し
た
葉
の
会
」の
峡
北
地
域
会
で
、

今
年
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
会
は
、
平
成
５
年
に
「
痴
呆
性

老
人
を
支
え
る
会
」
と
し
て
設
立

さ
れ
た
こ
と
に
起
因
し
、
現
在
に

い
た
っ
て
い
ま
す
。

■
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
認
知

症
へ
の
正
し
い
理
解
を
広
め
、
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
機
会
と
し
て
の
講
演
会
や

研
修
会
、
施
設
見
学
、
親
睦
を
深

め
、
情
報
交
換
の
場
と
な
る
交
流

会
等
の
開
催
の
ほ
か
、相
談
活
動
、

機
関
紙
の
発
行
、
普
及
啓
発
活
動

な
ど
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
か
け
た
き
り
家
に
帰

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
高
齢
者

の
生
命
の
安
全
を
守
る
「
お
か
え

り
マ
ー
ク
」
の
普
及
や
、「
認
知

日
を
超
え
る
場
合
は
、
入
院
日

数
の
確
認
で
き
る
医
療
機
関
発

行
の
領
収
書
等
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
み
）

 

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
市
民
課
国
保
医
療
担
当

　（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

所得割 資産割 均等割 平等割 賦課限度額

医療分 7.0% 25.0% 24,700円 21,200円 510,000円

後期高齢者
支援金分 2.7% 7.0% 7,900円 8,600円 140,000円

介護分 2.5% 7.0% 9,500円 7,200円 120,000円

【表１】平成25年度の税率・限度額

※介護分は、40歳以上65歳未満の方のみ

国
民
健
康
保
険
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

あ
な
た
ひ
と
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！

そ
れ
い
け
！
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル
　
第
11
回
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75
歳
以
上
の
方
が
８
月
１
日
よ

り
お
使
い
い
た
だ
く
、
新
し
い
被

保
険
者
証
を
７
月
下
旬
に
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
お
名

前
等
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
医
療

機
関
で
診
療
等
を
受
け
る
際
に
ご

提
示
く
だ
さ
い
。（
現
在
お
使
い

の
被
保
険
者
証
は
、
８
月
以
降
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
に
お

い
て
廃
棄
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
ま
た
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
も
、
８
月
１
日

よ
り
新
し
く
な
り
、
被
保
険
者
証

と
は
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。（
前
年

度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
今
年

度
も
適
用
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
引
き
続
き
交
付
さ
れ
ま
す
。） 

※
新
規
に
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
場
合
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。 

　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、

毎
年
７
月
に
算
定
さ
れ
、
７
月
中

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
年
度
途
中
に
資
格
を
取
得
さ
れ

■
所
得
割
軽
減

　
所
得
割
額
を
負
担
す
る
被
保
険

者
の
う
ち
、
基
礎
控
除
後
（
基
礎

控
除
額
33
万
円
）
の
総
所
得
金
額

等
が
58
万
円
を
超
え
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
所
得
割
額
が
一
律
５
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に

　

対
す
る
９
割
軽
減

　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
所
得

割
額
は
発
生
せ
ず
、
均
等
割
額
は

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
「
特

別
徴
収
」
と
、
納
付
書
や
口
座
振

替
に
よ
る
「
普
通
徴
収
」
の
２
通

り
で
す
。【
図
３
参
照
】

■
普
通
徴
収
の
口
座
振
替
を
希
望

　

す
る
場
合

　
市
民
課
窓
口
で
次
の
も
の
を
ご

用
意
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

・
通
帳
の
届
出
印

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

＊
市
民
課
国
保
医
療
担
当

　
（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）

＊
収
納
課
徴
収
担
当

　（
内
線
１
６
３
・
１
６
５
）

＊
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
５
ー
２
３
６
ー
５
６
７
１

　
障
害
者
の
医
療
費
を
助
成
す
る

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事

業
の
助
成
方
法
を
、
平
成
26
年
11

月
よ
り
現
在
の
窓
口
無
料
か
ら
自

動
還
付
方
式
に
変
更
し
ま
す
。

　
今
回
の
助
成
方
法
の
変
更
に
つ

い
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前

申
込
は
不
要
で
す
。

◇
自
動
還
付
方
式
と
は

　
県
内
の
医
療
機
関
を
受
診
時
に

自
己
負
担
分
を
一
旦
窓
口
で
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
都

度
申
請
手
続
を
行
わ
な
く
て
も
自

動
的
に
、
３
か
月
程
度
で
受
給
者

の
口
座
に
自
己
負
担
分
が
振
込
ま

れ
る
方
法
で
す
。

■
日
時
　
８
月
８
日(

木)

　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　
北
巨
摩
合
同
庁
舎
１
０
１
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
山
梨
県
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
９
５

＊
市
民
課
国
保
医
療
担
当

　（
内
線
１
３
７
）

た
方
（
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

方
や
転
入
さ
れ
た
方
等
）
へ
は
、

資
格
取
得
の
翌
月
に
通
知
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
保
険
料
率
は
、
次

の
と
お
り
昨
年
度
と
同
額
に
な
り

ま
す
。【
図
１
参
照
】

■
均
等
割
軽
減

　（
均
等
割
額
３
９
、６
７
０
円
）

　
軽
減
判
定
の
た
め
の
対
象
総
所

得
金
額
等
が
次
に
該
当
す
る
世
帯

の
被
保
険
者
は
、
均
等
割
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。【
図
２
参
照
】

保
険
料
の
算
定

被
保
険
者
証
を

　
　
　

７
月
下
旬
に
送
付

保
険
料
率
の
軽
減

納
付
方
法
は
２
通
り

【図１】

【図２】

【図３】

平成25年度の保険料率
◦所得割率　7.86％　　　◦均等割額　39,670円

保険料額＝
　39,670円  ＋（所得－33万）×  7.86％
  （均等割額）        （所得割額）
※保険料の賦課限度額は55万円です。

均等割が軽減される世帯 軽減割合

同一世帯内の
被保険者及び
世帯主の総所
得金額等が

基礎控除額（33万円）以下の世帯
で、被保険者全員に年金収入以外
の所得がなく、年金収入が80万円
以下の世帯

9割

基礎控除額（33万円）以下の世帯 8.5割
基礎控除額（33万円）＋｛24.5万円
×被保険者数(被保険者である世
帯主は除く）｝以下の世帯

5割

基礎控除額（33万円）＋｛35万円×
被保険者数｝以下の世帯 2割

原則年金から天引き（特別徴収）

　年６回の年金の定期払いの際に、年金から保険料があらかじめ差し引
かれます。４月から保険料が天引きされている方は、年間保険料から
４.６.８月に仮徴収された金額を差し引いて、残りを３回で割った額が、
10.12.２月に徴収されます。

　市から送られる納付書で、
期日内に指定された金融機
関やコンビニエンスストア
で納めます。
　納期は、７月～２月の８
回です。口座振替月も同月
です。

納付書・口座振替で
納付（普通徴収）

年金額が年額18万円未満

介護保険料と後期高齢者
医療保険料の合算額が年
金額の2分の1を超える

いいえ

いいえ

は
い

は
い

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

平
成
26
年
11
月
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
事
業
の
助

成
方
法
を
変
更
し
ま
す
。
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父
ま
た
は
母
と
生
計
を
別
に
し

て
い
る
、
18
歳
到
達
後
最
初
の
３

月
ま
で
に
あ
る
児
童
（
身
体
・
精

神
に
障
害
の
あ
る
児
童
は
20
歳
未

満
）
な
ど
、
次
に
該
当
す
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
家
庭
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
を
図
る

た
め
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
制
限
等
の
受
給
用
件
が
あ

　
り
ま
す
。

※
公
的
年
金
の
受
給
者
は
対
象
と

　
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
児
童

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　（
遺
族
年
金
受
給
者
は
除
く
）

・
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
状

　
態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明
な

　
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

　
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
未
婚
の
母
の
子

※
児
童
が
公
的
年
金
を
受
給
で
き

る
場
合
、
児
童
福
祉
施
設
・
里

親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
、

父
ま
た
は
母
の
配
偶
者
（
内
縁

関
係
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て

い
る
場
合
等
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
支
給
月

　
８
月
（
４
月
～
７
月
分
）

　
12
月
（
８
月
～
11
月
分
）

　
４
月
（
12
月
～
３
月
分
）

※
支
給
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た

　
月
の
翌
月
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が

　
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

　（
内
線
１
７
５
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

■
申
請
受
付
期
間

　
７
月
８
日
（
月
）

　
～
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

■
申
請
時
に
必
要
な
書
類

＊
窓
口
申
請

①
領
収
書
の
原
本
ま
た
は
接
種
費

　
用
の
支
払
い
が
わ
か
る
も
の

※
領
収
書
等
に
は
、「
接
種
費
用
、

　
接
種
を
受
け
た
方
の
氏
名
、
接

　
種
年
月
日
、
ワ
ク
チ
ン
名
」
の

　
記
載
が
あ
る
こ
と
を
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

②
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

③
印
鑑

④
申
請
書
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

＊
郵
送
の
場
合

　
①
領
収
書
等
と
④
必
要
事
項
を

記
入
し
た
申
請
書
を
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
の
不
着
等
の
事
故
に
つ
い

て
、
本
市
で
は
責
任
を
負
い
か

ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
〒
４
０
７
ー
０
０
２
４

　
韮
崎
市
本
町
三
丁
目
６
番
３
号

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

　
全
国
的
に
風
し
ん
の
感
染
が
広

が
り
を
見
せ
る
中
で
、
妊
婦
等
の

感
染
予
防
を
一
層
強
化
し
、「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
の
発
生
を

予
防
す
る
た
め
、
希
望
者
に
風
し

ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
、
ま
た
は
麻

し
ん･

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
）
の
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
１
９
６

４
年
（
昭
和
39
年
）
４
月
２
日
か

ら
１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
助
成
対
象
の
接
種
期
間

　
平
成
25
年
４
月
１
日
（
月
）

　
～
平
成
26
年
12
月
31
日
（
水
）

■
助
成
方
法　

償
還
払
い

　
接
種
費
用
を
医
療
機
関
窓
口
で

全
額
自
己
負
担
で
お
支
払
い
の
う

え
、
接
種
後
３
ヶ
月
以
内
に
助
成

金
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
費
用
の
一
部
を
指
定
の
口
座

に
振
り
込
む
も
の
と
し
ま
す
。

■
助
成
額

　
接
種
費
用
の
１
／
２

　（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て)

■
申
請
方
法

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
、郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

け
ら
れ
な
い
、
軽
度
・
中
等
度
の

難
聴
児
に
対
し
、
補
聴
器
の
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
ら
な
い
18
歳
未
満
の
難
聴
児

な
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
方

■
対
象
補
聴
器

　
軽
度
・
中
等
度
難
聴
用
ポ
ケ
ッ

ト
型
、
耳
か
け
型
、
耳
穴
型
等

■
助
成
額
　
基
準
額
の
２
／
３

■
そ
の
他

　
助
成
に
あ
た
り
医
師
の
意
見
書

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

　大学や高校の入進学時には、入学

金・授業料のほか、施設設備費や制服

代などの経費が必要です。

　県では、母子・寡婦家庭のお子さん

の入進学に必要な資金計画についてご

相談に応じています。まずはお早めに

ご連絡ください！

【母子・寡婦福祉資金貸付限度額の例】
　私立大学・自宅外通学の場合

　○修学資金　月額６４，０００円

　※日本学生支援機構の奨学金との併

　　用はできません。

　○就学支度資金　５９万円

■お問い合わせ
　山梨県中北保健福祉事務所

　福祉課児童家庭担当

　☎０５５ー２３７ー１３８１

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の

補
聴
器
購
入
費
を
助
成

母子・寡婦家庭のみなさん
お子さんの入進学に必要な
資金計画はお済みですか？

福
祉
課
よ
り
お
知
ら
せ

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め

風
し
ん
予
防
接
種
の
費
用
を
助
成
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こどもの
目　選

　

私
た
ち
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
穂
坂
小
学
校
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
友
だ
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
し
て
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
編
集
し

ま
し
た
。

番
で
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ

る
の
を
見
る
と
、
練
習
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。」

　
穂
坂
小
の
ブ
ラ
ス
は
、
先
輩
か

ら
後
輩
へ
引
き
継
が
れ
て
い
る
、

素
晴
ら
し
い
伝
統
で
す
。

穂
坂
小
伝
統
の
菊
ま
つ
り

　
私
た
ち
の
学
校
に
は
、毎
年「
菊

伝
統
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　
最
初
に
、
伝
統
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
に
つ
い
て
下
級
生
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。

　「
六
年
生
の
ブ
ラ
ス
を
聞
い
て

ど
う
思
い
ま
し
た
か
。」

　「
僕
も
六
年
生
に
な
っ
た
ら
、

六
年
生
み
た
い
に
演
奏
し
た
い
で

す
。」

　
六
年
生
に
も
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　「
練
習
は
ど
う
で
し
た
か
。」

　「
練
習
は
き
つ
い
け
れ
ど
、
本

ま
つ
り
」
と
い
う
行
事
が
あ
り
ま

す
。
菊
ま
つ
り
と
は
、
五
年
生
が

地
元
の
荒
木
さ
ん
に
指
導
し
て
い

た
だ
い
て
育
て
た
菊
を
飾
っ
た
会

場
で
、
各
学
年
の
発
表
や
全
校
合

唱
を
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

菊
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
実
行
委

員
長
、
横
森
圭
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　「
今
回
の
菊
ま
つ
り
は
、
成
功

し
て
良
か
っ
た
で
す
。
お
客
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
嬉
し
い
で
す
。

各
学
年
の
出
し
物
も
個
性
的
で
良

か
っ
た
で
す
。
来
年
も
素
晴
ら
し

い
菊
ま
つ
り
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。」

　
伝
統
を
大
切
に
す
る
、
実
行
委

員
長
さ
ん
の
気
持
ち
が
と
て
も
伝

わ
っ
て
来
ま
し
た
。
市
内
の
方
々

も
、
よ
か
っ
た
ら
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
菊
ま
つ
り
が
終
わ
っ
た
後
の
菊

は
、
市
役
所
な
ど
に
飾
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
・
運
動
会

　
今
年
も
、
秋
季
大
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
九
十
三

人
と
少
な
い
人
数
で
す
が
、
赤
、

青
、
黄
の
色
ご
と
に
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
赤
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
赤
組
の
リ
ー
ダ
ー
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　「
み
ん
な
が
力
を
あ
わ
せ
て
く

れ
た
の
で
、
優
勝
で
き
ま
し
た
。

最
後
の
種
目
ま
で
、
得
点
が
同
じ

だ
っ
た
の
で
、
高
学
年
の
リ
レ
ー

で
勝
負
が
決
ま
り
ま
し
た
。」

　
次
に
二
位
の
黄
色
組
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。「
今
年
の
運

動
会
は
、
最
後
ま
で
ど
の
組
が
優

勝
す
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
こ

ろ
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
前
半
は
、

負
け
て
い
た
け
ど
み
ん
な
が
諦
め

な
か
っ
た
の
で
二
位
に
な
れ
ま
し

た
。」

　
惜
し
く
も
三
位
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
青
組
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
ま
し
た
。「
今
年
の
運
動
会
は
、

惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
楽
し
め
て
良
か
っ
た
で
す
。

下
級
生
へ
の
指
導
に
力
を
入
れ
ま

し
た
。」

　
来
年
の
運
動
会
は
、
ど
の
色
が

優
勝
す
る
か
楽
し
み
で
す
。

第
７
回 

穂
坂
小
学
校

～
伝
統
を
大
切
に
す
る

　
　
　
　
　
　
穂
坂
小
の
素
晴
ら
し
さ
～

そ
の
１

そ
の
２

そ
の
３
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元
気
に
あ
い
さ
つ
運
動

　
以
前
の
穂
坂
小
は
、
あ
い
さ
つ

が
苦
手
な
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

も
っ
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う

に
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
始
め
ま
し

た
。

　
あ
い
さ
つ
運
動
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
三
つ
の
目
標
を
立

て
、
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
三
つ

の
目
標
は
、「
目
を
見
て
」「
自

分
か
ら
」「
大
き
な
声
で
」
で
す
。

こ
の
三
つ
を
守
れ
る
よ
う
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
「
あ
い
さ
つ
ウ
ィ
ー

ク
」
で
す
。
あ
い
さ
つ
ウ
ィ
ー
ク

は
、
一
か
月
に
一
回
、
一
週
間
、

児
童
会
役
員
が
玄
関
に
立
ち
、
あ

い
さ
つ
を
し
ま
す
。
児
童
会
だ
け

で
な
く
四
、
五
年
生
も
立
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
を
し
て
、

と
て
も
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
ほ
し
い
で
す
。

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い

ゲ
ー
ム
集
会

　
穂
坂
小
に
は
、
ゲ
ー
ム
集
会
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
六

年
生
が
考
え
た
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
、

全
校
か
ら
集
め
た
、
家
庭
で
の
不

用
品
を
賞
品
と
し
て
渡
す
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
下
級
生
に
ゲ
ー
ム
集
会
の
感
想

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　「
ゲ
ー
ム
集
会
は
楽
し
か
っ
た

で
す
か
。」

　「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
の
で
、

も
う
一
度
や
り
た
い
で
す
。」

　
こ
の
集
会
を
通
し
て
、
全
校
児

童
が
ま
す
ま
す
仲
良
く
な
れ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

冬
の
楽
し
み

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

　
穂
坂
小
で
は
冬
に
な
る
と
体
育

の
時
間
に
ス
ケ
ー
ト
を
し
ま
す
。

氷
を
は
る
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。

　「
氷
を
は
る
の
は
、
と
て
も
大

変
で
す
。
氷
を
は
る
に
は
、
一
か

月
か
か
り
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な

の
楽
し
そ
う
な
顔
を
見
る
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　
怪
我
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な

が
ら
た
く
さ
ん
す
べ
っ
て
、
ス

ケ
ー
ト
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

〔
編
集
後
記
〕

　
私
た
ち
が
取
材
し
ま
し
た
。

小
幡
　
　
駿

　「
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
穂

坂
小
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

保
坂
　
佑
宥

　「
こ
の
新
聞
を
通
し
て
、
み
な

さ
ん
に
穂
坂
小
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。」

堤
　
　
滉
志

　「
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
伝

統
を
大
切
に
す
る
穂
坂
小
で
い
て

ほ
し
い
で
す
。」

羽
中
田
　
駿

　「
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
元
気
な

穂
坂
小
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

そ
の
６

そ
の
５

そ
の
４

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

よ
り
住
み
や
す
く
、
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
に

対
し
て
自
分
の
夢
や
希
望
を
話
す

機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
市

政
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
韮
崎
市

子
ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
東
・
西
中
学
校
２
年
生

の
代
表
18
名
が
、
本
物
の
市
議
会

さ
な
が
ら
、
市
長
を
は
じ
め
関
係

課
長
に
質
問
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
議
会
の
傍
聴
は
通
常
の

議
会
と
同
様
に
で
き
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
８
月
８
日
（
木
）
14
時
～

■
場
所
　
韮
崎
市
議
会
議
場

■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　（
内
線
３
５
５
）

子どもたちの考える
将来のまちづくり

韮崎市子ども議会を開催
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１
日
ま
で
の
場
合
は

　
平
成
26
年
度
分
を
減
額

■
申
請
時
期
・
提
出
書
類

　
工
事
完
了
後
３
ヶ
月
以
内

◇
申
請
書（
税
務
課
窓
口
に
用
意
）

◇
工
事
前
後
の
写
真
、
工
事
明
細

や
費
用
が
わ
か
る
も
の
（
必
ず

建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関

又
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

に
よ
る
証
明
書
を
添
付
）

耐
震
改
修

　
既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
を
行
い

次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

改
修
後
一
定
期
間
の
固
定
資
産
税

額
が
１
／
２
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
減
額
対
象
と
な
る
要
件

◇
対
象
家
屋

　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

存
し
て
い
た
住
宅
で
、
店
舗
併
用

住
宅
な
ど
は
住
宅
部
分
が
全
体
面

積
の
１
／
２
以
上
で
あ
る
も
の

◇
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工

事
で
、
工
事
費
が
１
戸
当
た
り

50
万
円
を
超
え
て
い
る
も
の

■
減
額
期
間
　
１
年
度
分

■
工
事
完
了
期
間

　
平
成
25
年
１
月
１
日

　
～
平
成
27
年
12
月
31
日

■
減
額
の
範
囲

　
住
宅
用
家
屋
の
居
住
部
分
の

み
で
、
床
面
積
が
１
戸
あ
た
り

１
２
０
㎡
相
当
分
が
対
象

■
申
請
時
期
・
提
出
書
類

　
工
事
完
了
後
３
ヶ
月
以
内

◇
申
請
書（
税
務
課
窓
口
に
用
意
）

◇
地
方
公
共
団
体
や
建
築
士
な
ど

が
発
行
し
た
証
明
書
と
改
修
費
用

が
確
認
で
き
る
書
類

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

■
対
象
と
な
る
要
件

◇
対
象
家
屋

　
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
。
ま
た
、
店
舗
併
用
住
宅
な
ど

は
住
宅
部
分
が
全
体
面
積
の
１
／

２
以
上
で
あ
る
も
の
）
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
も
の

・
65
歳
以
上
の
方

・
要
介
護
認
定
又
は
要
支
援
認
定

　
を
受
け
て
い
る
方

・
障
害
の
あ
る
方

※
耐
震
改
修
工
事
に
よ
る
減
額
を

　
受
け
て
い
る
住
宅
ま
た
は
受
け

　
た
こ
と
が
あ
る
住
宅
は
対
象
外

※
１
棟
に
つ
き
１
回
の
み
の
適
用

◇
対
象
工
事
内
容

・
廊
下
の
拡
幅

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

・
浴
室
・
便
所
の
改
良

・
手
す
り
の
取
り
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消

・
引
き
戸
へ
の
取
替
え

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

※
工
事
費
用
が
50
万
円
を
超
え
て

　
い
る
こ
と

　（
補
助
金
等
を
受
け
て
い
る
場

　
合
は
、
そ
の
額
を
差
し
引
い
た

　
自
己
負
担
額
が
50
万
円
を
超
え

　
て
い
る
こ
と
）

■
減
額
内
容

　
住
宅
の
１
０
０
㎡
分
を
限
度
に

そ
の
面
積
に
係
る
税
額
の
１
／
３

を
減
額
（
１
年
度
分
）

■
減
額
時
期

　
工
事
完
了
が
平
成
26
年
１
月
１

日
ま
で
の
場
合
は

　
平
成
26
年
度
分
を
減
額

■
申
請
時
期

　
工
事
完
了
後
３
ヶ
月
以
内

■
提
出
書
類

◇
申
請
書（
税
務
課
窓
口
に
用
意
）

◇
工
事
前
後
の
写
真
、
工
事
明
細

や
費
用
が
わ
か
る
も
の
（
建
築

士
ま
た
は
登
録
住
宅
性
能
評
価

機
関
に
よ
る
証
明
書
で
代
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

省
エ
ネ
改
修

■
対
象
と
な
る
要
件

◇
対
象
家
屋

　
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅（
賃
貸
住
宅
除
く
）

　
店
舗
併
用
住
宅
な
ど
は
住
宅
部

分
が
全
体
面
積
の
１
／
２
以
上
で

あ
る
も
の
（
い
ず
れ
も
納
税
義
務

者
が
居
住
し
て
い
る
住
宅
）

　
た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
に
よ

る
減
額
を
受
け
て
い
る
住
宅
ま
た

は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
住
宅
は
対

象
外

※
１
棟
に
つ
き
１
回
の
み
の
適
用

◇
工
事
内
容

①
窓
の
改
修

②
床
の
断
熱
改
修

③
天
井
の
断
熱
改
修

④
壁
の
断
熱
改
修

※
①
～
④
ま
で
の
工
事
の
う
ち

　
①
を
含
む
工
事
を
行
う
こ
と

⑤
工
事
費
用
が
50
万
円
を
超
え
て

　
い
る
こ
と

■
減
額
内
容

　
住
宅
の
１
２
０
㎡
分
を
限
度
に

そ
の
面
積
に
係
る
税
額
の
１
／
３

を
減
額
（
１
年
度
分
）

■
減
額
時
期

　
工
事
の
完
了
が
平
成
26
年
１
月

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

各
種
住
宅
改
修
に
よ
る

　 
固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

　
市
で
は
、
公
募
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
市
と
実
行
委
員

会
が
協
力
し
て
、
成
人
式
の
企

画
・
運
営
を
担
当
す
る
新
成
人
を

募
集
し
ま
す
。
20
歳
の
思
い
出
づ

く
り
に
、
自
ら
の
手
で
思
い
出
に

残
る
成
人
式
を
創
っ
て
み
た
い
と

い
う
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
定
員
　
10
名
程
度

■
応
募
資
格

　
平
成
26
年
成
人
式
対
象
者
（
平

成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
韮
崎
市
成
人

式
に
出
席
さ
れ
る
方
）
で
平
日
の

19
時
か
ら
数
回
行
う
予
定
の
実
行

委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

■
申
込
期
限
　
７
月
31
日
（
水
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　（
内
線
２
６
７
）

20 歳の思い出づくりに
あなたも参加してみませんか？

韮崎市成人式実行委員会



　 　　

　　

鼠径ヘルニア、いわゆる脱腸の可能性があります。鼠径ヘルニアは
子供の病気と思われがちですが、むしろ成人に多く、手術以外治療
方法がありません。乳幼児の場合はほとんど

先天的なものですが、成人の場合は加齢により身体の組織が弱くなることが
原因で、特に４０代以上の男性に多く起こる傾向があります。
　普通は指で押さえると引っ込みますが、ヘルニアの程度が進むと、膨らみ
が硬くなったり、手で押さえても元に戻らなくなったり、お腹に強い痛みや
吐き気を感じるようになります。飛び出した腸が押しても戻らない状態、こ
れをカントン（嵌頓）といいますが、嵌頓を起こすと腸が壊死することがあ
り、緊急手術が必要となります。
　嵌頓を起こさないためにはできるだけ早めに受診し、診断・治療を受ける
ことが大切です。

立ったりおなかに力を入れたりすると太ももの付け根が
膨らみ、時々痛みも感じます。受診した方がよいでしょ
うか？ 

informationinformation

アドバイザー  韮崎市立病院

外科医師　萩尾　浩太郎

市民のみかた
消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったらまずは相談！

消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２―１１１１（内線２１６）

月～金曜日　８時30分～17時15分

毎週火曜日は消費生活相談員が市役所
１０２会議室で相談を承ります。

企画展「鈴木信太郎展-コロリストの旅-」（１階）
　　　「丹阿弥丹波子の世界展」（２階）

■開催期間　９月２９日（日）まで

　１階企画展示室において、明

治から昭和にかけて活躍し、色

鮮やかな色彩と、親しみやす

く愛らしい画風で知られる鈴木

信太郎の作品を紹介します。色

彩豊かで、独特の世界観の漂う

観る人の心が温まるような油彩

画、水彩画、挿絵の原画など約

４０点を紹介いたします。

　２階特別展示室では、版画家

「丹阿弥丹波子の世界展」を開

催いたします。メゾチントという根気のいる、緻密な制

作工程を経て描かれる作品約２０点を紹介します。漆黒

の闇に浮かび上がる、花や野菜などの美しい姿をご覧い

ただけます。

■開館時間　１０時～１８時（入館は１７時半まで）

■休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）

■入館料　大人 ５００円 ／ 小・中・高 ２００円

※障害者手帳を提示の方は、本人及び介添人１名が無料。

　団体（２０名以上）割引あり

※市内在住・在学の小中学生は無料。

市民交流センター「ニコリ」1階
韮崎大村美術館サテライトスペース企画展
　大村智氏より寄贈されたバーナード・リーチ等の作品

をご覧いただけます。

　また日本を代表する彫刻家、桑原巨守とその教え子た

ちのブロンズ像等の作品をご覧いただけます。

　市民交流センター内の無料でご覧いただけるスペース

ですので、お気軽にお立ち寄りください。

■開館時間　９時～１７時

■休館日　月曜日（祝日の場合は翌日、ふるさと偉人資

　　　　　料館に準ずる）

■お問い合わせ（水曜日除く、１０時～１７時）

　韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５

　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

丹阿弥  丹波子《花・再》2008年
銅版画　メゾチント　42.0×36.5㎝

Q.
A.

巧妙な手口です！あなたは大丈夫？

　今どきの振り込め詐欺は、振り込め、振り込めと言わないで、手渡し
で現金を請求するという手口に変わってきています。
　そこで、警視庁では、「母さん助けて詐欺」に名称変更すると発表し
ました。電話の内容もすぐにお金を請求せず、巧妙になってきています。

  こんな例があります！

息子を名乗る男
「電車の中にかばんを忘れてしまった。連絡先を自宅の電話番号に
したので、鉄道会社から連絡が入る。」
鉄道会社職員を名乗る男
「かばんが見つかりました。息子さんの確認をするので、姓名、住
所、勤め先を言ってください。」

　◆鉄道会社からの電話と思い信用して、個人情報を伝えてしまった。

息子を名乗る男
「大変なことになった。その中に１,０００万円の小切手を入れて
おいたのに、盗まれてしまった。とりあえず２００万円だけでも貸
してくれないか。僕が取りに行くから。」
◆１,０００万円と言われ、気が動転したところに２００万円と言わ
れ、それくらいなら用意できると思ってしまった。

息子を名乗る男
「残りのお金を工面しなければいけないので、代わりの者を取りに
行かせる。近くの公園まで来て。」　
◆真面目そうな、会社員風の男が息子の名前を言ったので、信用して
渡してしまった。

詐欺にあいやすい人は、普段からあまり人に相談しないで一人で
物事を決める人が多いようです。

注意



月 火 水 木 金 土 日

　　 　　子育て用品リサイクル
　にらちびフリーマーケット
　10時～13時

場所：市民交流センター
「ニコリ」３階多目的ホール
たくさんの子育て用品が並
びます。休館： （午前）

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル

場所：韮崎中央公園他
（Ｐ15参照）
パパ・ママ学級

　Aコース３回目
受付：9時～　【要予約】
沐浴指導など妊娠・出産・
育児に必要な知識につい
て、実技を交えてお話しま
す。

休館：

助産師さんとおしゃべり
　6～12か月児

10時30分～11時30分
助産師加茂友香氏による離
乳食やはいはい・卒乳・マ
マの健康相談など
定員10組【要予約】
助産師さんとおしゃべり

　0～5か月児
13時30分～14時30分
助産師井上裕子氏による相
談とベビーマッサージ
定員10組【要予約】

こどもが病気の時
　どうしてる？
　～手当てのSOS～

場所：市民交流センター
　　　「ニコリ」１階和室
ママも家族も元気になろ
う！を提案する子育てグ
ループ「てと手と」の企画
材料費・おやつ代500円
託児有（有料）
定員10組【要予約】

みだい公園でみずあそび♪
10時30分～11時30分
場所：みだい南公園
子育てサークル「ピーター
ラビット」ＯＢ企画。読み
聞かせやおやつタイムあり。
申込：子育て支援センター
（定員20組）

休館： （午前）

メルマガ会員限定
　手型サービス

10時30分～11時30分
メルマガ会員の方に手型足
型プレゼント【予約不要】
おそうじ大作戦
13時30分～14時30分
センターをみんなでおそう
じしましょう。【予約不要】

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル

場所：韮崎中央公園他
（Ｐ15参照）

●アユ釣り大会・アユつかみ
　取り大会（Ｐ14参照）

おはなし会
14時～14時30分
対象：幼児～小学校低学年
※趣向を凝らしたおもしろ
　い“おはなし”他
【申込不要】

休館：

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル

場所：韮崎中央公園他
（Ｐ15参照）

休館：   

抜き取ってご利用ください

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル

場所：韮崎中央公園他
（Ｐ15参照）

休館：   

ヨーヨーをつくろう
10時30分～11時30分
子育てサークル「いたず
ラッコ」ＯＢ企画。
（定員20組）（P17参照）
にら★ちび  ベイビーくらぶ

　～県外出身0歳児とママ～
13時30分～14時30分
おやつタイム＆ママの交流会他
材料費・おやつ代100円
定員10組【要予約】

休館：

川辺先生の子育てワン
　ポイントアドバイス

10時30分～11時30分
認定カウンセラー川辺修作
氏のアドバイスを伺いま
しょう。定員20組【要予約】
癒しのヨガセラピー
ユキ  Sai  Lakshmi氏に
よる癒しの時間。お子さん
を預けてしばし子育てでつ
かれた心と身体を癒しま
しょう。定員10人
【要予約】託児有（有料）

　

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111　 22-8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216） 

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：子育て支援担当
　　　　（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

7/7、14、15、21、28
10 時～ 12 時、13 時～ 16 時
大人、子ども共に１回 100 円

（３歳以下は保護者と同伴で無料）

休館：      

　 中央公園ミニSL運行日

避難訓練
いざという時のために・・・
避難訓練で安全を確かめま
しょう！　　
11時ごろ【予約不要】
にら★ちび  ベイビーくらぶ

　～6～12か月児とママ～
13時30分～14時30分
おやつタイム＆ママの交流
会・手型サービス他　　
材料費・おやつ代100円
定員10組【要予約】

休館：

休館：      

　7 月 25 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階 401 会議室
　一人 30 分以内 定員６名
＊予約受付日　
　7 月 10 日（水）
　8 時 30 分～
   企画推進担当（内線 356）

今月の無料法律相談

納期限
７月　１日（月）　＊介護保険料　　　　　　第２期
７月１６日（火）　＊市県民税《普徴》　　　第１期
７月３１日（水）　＊固定資産税　　　　　　第２期
　　　　　　　　　＊国民健康保険税　　　　第１期
　　　　　　　　　＊後期高齢者医療保険料　第１期
収納課徴収・管理担当（内線163～166）

今月の納税

月7 2013
CALENDAR

文　月
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７月３日
パパ・ママ学級

　Bコース１回目
受付：13時30分～
【要予約】
妊娠・出産・育児に必要
な知識（妊婦の栄養・妊
婦体操）等について、実
技を交えてお話します。

７月９日
1歳6か月健診
対象：平成23年12月生
受付：13時～13時15分
小児科医師・歯科医師の
診察を中心に行います。

７月10日
すくすく教室
対象児：平成24年12月生
受付：13時～13時15分
離乳食指導や離乳食の試
食を中心に行い
ます。

７月10日

●無料法律相談　予約受付日
受付8時30分～　※相談日25日（木）
企画財政課企画推進担当（内線356）



　
●第23回参議院議員
　通常選挙

（裏表紙参照）

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル

場所：韮崎中央公園他
（Ｐ15参照）

休館：   

　　

　　　 　 　 　

　　  　

休館：     
　　　  

ぽけっとひろば
10時30分
～11時30分
は て な B O X ～ と ボ ー ル
ぽっとんBOXが登場！
【予約不要】
3歳児健診
対象児：平成22年6月生
受付：13時～13時15分
小児科医師及び歯科医師の
診察を中心に行います。

休館：

誕生会
13時30分
～14時30分
７月生のお子様をお祝い。
材料費100円
定員10組【要予約】

●武田の里ライフカレッジ
13時30分～15時30分
「幸せのタネ」
女優：石井めぐみ氏（武田
の里・サッカーのまちにら
さき親善大使）

休館： （午前）

体位測定
10時30分
～11時30分
0歳児の体位測定ができま
す。【予約不要】

●老壮大学
13時～15時15分
市民交流センター
３階多目的ホール
『笑う門には福来る
　～講演＆ショー』
講師：梶浦梶子（タレント）

休館：     
　　　

ケロケロシアター
　スペシャル

11時～11時30分
７月のうた・親子あそび・
シアターにパラシュートあ
そびも登場
【予約不要】

にこにこ子育て
　相談室

9時３0分～16時
お子さんの気になる成長発
達・食事などについて保健
師や管理栄養士が個別に相
談に応じます。【要予約】

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル
　（Ｐ15参照）
休館：   

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～18時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～18時（入館17時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～１６時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

９時30分～13時30分
場所：市民交流センター
　　　「ニコリ」
工作遊び
14時～15時（Ｐ17参照）

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル

場所：中央公園他
（Ｐ15参照）　休館：

大人のための朗読会
　朗読のつどい

14時～15時
対象：成人一般、学生、目
の不自由な方など
※申込み不要（P16参照）
怪談落語
15時～16時【予約不要】
（P16参照）
�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル

場所：韮崎中央公園他
（Ｐ15参照）　休館：

だっこの会
11時～11時30分
わらべ歌、絵本の読み聞か
せ、手遊びなど
対象：乳幼児【申込不要】
かき氷を作って食べよう♪
10時30分～11時３０分
子育てサークル「ピーター
ラビット」OB企画。おや
つタイムあり。
申込：子育て支援センター
（定員20組）

休館： （午前）

●若宮八幡宮例祭

日焼け後のケアにも
　使えるアロマ化粧水
　を作ろう

10時30分～11時30分
助産師＆アロマアドバイ
ザー島田文恵氏によるママ
のリフレッシュ企画
材料費600円
定員10組【要予約】
託児有（有料）　

休館：

�武田の里にらさき
　サッカーフェスティバル

場所：韮崎中央公園他
（Ｐ15参照）

休館：   

休館：     

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316

乳幼児の健診
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

子育て教室
　場所　保健福祉センター

※よちよち教室は、市民交流センター２階図書館内
　持物　母子健康手帳、筆記用具など

育児健康相談等
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳

健康づくり教室
　場所　保健福祉センター
　持物　各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

●若宮八幡宮例祭

休館：  

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜は午前8時30分～午前11時
※麻酔科
　左記診察日の午後２時～午後４時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
（12/29～1/3)
 
※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科

麻酔科（ペイン：痛み） 第1・3 火曜（午後）
第4金曜（午後）

泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
２
２
ー
１
２
２
１

韮
崎
市
立
病
院  
本
町
３
丁
目
５
番
３
号

子育て支援センター
利用時間のお知らせ

７月23日（火）～
８月30日（金）［平日］

夏休みの保育園・幼稚
園児のご利用時間は、
14時～17時です。

ゆ～ぷる韮崎より
お知らせ

７月29日（月）～
８月31日（土）

夏休み期間中は
休まず営業します

20

27

21

28

16

23

17

24

18

25

19

26

15

22

29 30 31

７月27日
にらちびまつり

　in NIRAマルシェ
9時30分～12時30分
にらちびもNIRAマル
シェに出店。（Ｐ17参照）

７月17日
総合健診開始
（Ｐ2参照）
にら★ちび  ベイビーくらぶ

　～0～5か月～
13時30分～14時30分
交流会・手型サービス
材料費・おやつ代100円
定員10組【要予約】

７月23日
よちよち教室
対象児：平成24年8月生
場所：市立図書館内
　　　読み聞かせの部屋
受付：13時～13時15分
ブックスタート事業やお
子さんの事故防止につい
てを中心に行います。

７月16日
のびのび教室
対象児：平成23年6月生
受付：13時～13時15分
親子遊びや歯科相談

７月24日
4か月健診
対象児：平成25年3月生
受付：13時～
　　　13時15分
小児科医師の診察
を中心に行います。



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）

  1日、  4日
  8日、11日
15日、18日
22日、25日
29日

  3日、17日

ー 24日 2日
●市役所裏駐車場
　  6日、13日、20日、
　27日、
　13時～ 16時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　13日、27日
　13時～16時
●龍岡公民館グラウンド
　13日、27日
　13時～16時

7月27日（土）  　　　
9時～11時　　　　　　
エコパークたつおか

（☎22-3437）へ直接搬入。
運転免許証により、韮崎市民
であることを確認します。

※お店や事業所から出たも
　のは搬入できません。
※普通乗用車、軽自動車以
　外での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 10日 ー 9日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石

  2日、  5日
  9日、12日
16日、19日
23日、26日
30日

10日、24日

　ー 17日 16日

旭・大草・龍岡 3日 ー 23日

７月のごみ収集日程　生ごみはしっかり水を切りましょう！ルールを守ってごみを出しましょう！

文化ホールインフォメーション

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原	 ８日（月）・２５日（木）

富士見、岩下、上の山	 ９日（火）・２６日（金）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
	 １０日（水）・２９日（月）

穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池	 １１日（木）・３０日（火）

藤井町全区	 １２日（金）・３１日（水）

中田町全区・穴山全区	 １日（月）・１６日（火）

円野町全区	 ２日（火）・１８日（木）

清哲町全区・神山町全区	 ３日（水）・２２日（月）

旭町全区		 ４日（木）・２３日（火）

大草町全区・竜岡町全区	 ５日（金）・２４日（水）

●老壮大学	 １９日（金）
●静心寮	 １７日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（７月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇Hit Song JAPAN
　～これが僕らの同窓会コンサート～

７月２８日（日） １５時開演・大ホール
　昭和のヒット曲の数々を豪華出演者とと
もにお届けします！あのスターが一同に集
結！！この機会をぜひお見逃しなく！
出演：小川知子、あべ静江、西口久美子
（青い三角定規）、あいざき進也、晃
（フィンガー５）、ザ・リリーズ、半田健
人（ナビゲーター）

【全席指定】５,０００円　※未就学児入場不可

◇舘野泉　ピアノ・リサイタル
９月１６日（月・祝） １４時３０分開演・
大ホール

　２００２年フィ
ンランドでのリサ
イタル中に脳溢血
で倒れ、その後右
半身に麻痺が残り
ながらも、左手の
ピアニストとして
復帰を果たした世
界的ピアニストが
ここ韮崎へ！
　２０１２年ＮＨＫ大河ドラマ「平清盛」
テーマ曲のソリストを務めた舘野泉さんが
叙情性豊かな美しい音色とともに皆さんの
心に深く迫る演奏をお届けします。

【全席指定】３,５００円　※未就学児入場不可

◇第19回武田の里音楽祭 
　合唱出演者募集!!
　東京エレクトロン韮崎文化ホールおよび
市教育委員会では、１２月１５日（日）に
第１９回武田の里音楽祭を開催します。
　オーケストラをバックに歌える貴重な機
会です。
　初めての方も奮ってご参加ください。練

習は７月より土曜日を中心に行います。練
習会場はニコリ３Ｆ多目的ホールです。詳
しくは当ホールまでお問い合わせ下さい。

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール
　 文化ホールまつり 2013
９月２３日（月・祝） １０時～
　当ホールでは、市民
の皆さんに文化ホール
をより身近に感じても
らい、気軽に芸術文化
に触れていただくため、
毎年文化ホールまつり
を開催しています。
　今年もお子様向けの
イベントや落語、演芸、
カラオケ大会、フリー
マーケット、模擬店など様々な企画を予定
しています。皆様のご参加をお待ちしてい
ます！

■お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　☎２０ー１１５５ ２２ー１９１９

©武藤章
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室
の
本
を
全
部
読
み
ま
し
た
。

　
中
で
も
私
の
大
好
き
な
言
葉

は
、
～
他
者
の
た
め
の
「
思
い
」

と
「
行
動
」
に
つ
い
や
し
た
時
間
、

人
と
と
も
に
ど
れ
だ
け
の
時
間
を

分
け
あ
っ
た
か
に
よ
っ
て
、
真
の

人
間
と
し
て
証
明
さ
れ
る
～
と
い

う
言
葉
で
す
。

　
最
近
、
い
じ
め
に
よ
る
悲
し
い

事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
い
じ
め

ら
れ
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
悲

し
い
時
に
は
、
気
が
す
む
ま
で
泣

い
て
そ
の
後
、
自
分
の
こ
と
を
心

配
し
て
く
れ
て
る
人
の
事
を
思
い

だ
し
、
そ
の
人
と
悲
し
い
気
持
ち

も
分
け
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
私
は
最
近
、
や
っ
と
人
の
行
動

を
見
て
、
こ
う
し
た
ら
喜
ぶ
か
な
、

こ
れ
が
し
て
ほ
し
い
の
か
も
、
と

少
し
ず
つ
で
す
が
思
い
が
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も

な
か
な
か
そ
れ
を
行
動
に
う
つ
せ

ず
に
い
ま
す
。
そ
ん
な
モ
ヤ
モ
ヤ

を
母
に
話
す
と
、
「
で
も
、
よ
く

気
づ
い
た
ね
、
知
花
」
と
は
げ
ま

し
て
く
れ
ま
す
。

　
先
日
も
営
業
中
の
お
寿
司
屋
さ

ん
の
前
で
老
夫
婦
が
立
っ
て
「
休

み
か
な
」
と
開
か
な
い
自
動
ド
ア

の
前
で
話
を
し
て
い
る
の
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
私
は
、
ボ
タ
ン
を
押

せ
ば
自
動
ド
ア
が
開
く
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
が
話
し
か
け
ら

れ
ず
、
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
や
っ
ぱ
り
モ
ヤ
モ

ヤ
し
て
、
あ
の
老
夫
婦
は
、
お
寿

司
食
べ
れ
た
か
な･

･
･

と
い
つ
ま

で
も
心
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
母
の
た

め
に
も
、
次
こ
そ
は
、
き
っ
と
行

動
に
う
つ
せ
る
よ
う
に
心
の
準
備

を
し
て
過
ご
し
た
い
で
す
。

　
外
で
は
、
ま
だ
ま
だ
な
私
で
す

が
、
共
働
き
な
両
親
の
た
め
、
四

年
生
の
こ
ろ
か
ら
続
け
て
い
る
お

手
伝
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

お
皿
洗
い
で
す
。
最
初
は
、
手
が

あ
れ
た
り
、
お
腹
の
あ
た
り
が
ビ

シ
ョ
ビ
シ
ョ
に
な
っ
た
り
、
油
よ

ご
れ
が
上
手
に
落
ち
な
く
て
難
し

か
っ
た
け
ど
、
今
で
は
お
皿
が

キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
い
っ
て
い
ま
す
。

両
親
が
笑
顔
で
ほ
め
て
く
れ
る

し
ゅ
ん
間
、
う
れ
し
く
て
と
っ
て

も
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
で
も
、
あ
ま
り
に
も
人
の
た

め
に
時
間
を
使
い
た
い
と
考
え
て

い
る
私
に
、
母
は
「
自
分
の
こ
と

も
大
切
に
、
ず
っ
と
自
分
を
大
好

き
で
い
て
ね
」
と
事
あ
る
ご
と
に

言
い
ま
す
。

　
こ
の
時
代
を
と
も
に
生
き
て
い

る
す
べ
て
の
仲
間
が
生
ま
れ
て
き

た
こ
と
に
感
謝
し
、
ま
あ
る
い
気

持
ち
で
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
、

気
持
ち
を
分
け
合
い
過
ご
し
て
い

け
た
ら
、
き
っ
と
、
ま
あ
る
い
気

持
ち
の
輪
が
大
き
く
大
き
く
広

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

地
域
の
チ
カ
ラ
が
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

　“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の

よ
う
に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
は
す
べ
て
の
人
の
望
み
で

す
。
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
。
あ

や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え

て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
す
べ
て
の
人
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
犯
罪
や
非
行
が
起
き
て

し
ま
う
の
か
、
安
全
で
安
心
な
暮

ら
し
を
か
な
え
る
た
め
に
、
今
、

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の

か
を
、
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、
学
校
の
図
書

室
で
一
冊
の
本
と
出
会
い
ま
し
た
。

そ
の
本
は
「
十
歳
の
君
へ
」
と
い

う
題
名
で
、
九
十
五
歳
の
日
野
原

重
明
先
生
が
か
い
た
本
で
し
た
。

と
て
も
厚
い
本
で
し
た
が
、
私
と

同
じ
年
れ
い
の
題
名
に
興
味
が
あ

り
、
借
り
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
一
ペ
ー
ジ
め
く
り
読
み
進
ん

で
い
く
と
、
そ
こ
に
は
、
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
ギ
ッ
シ
リ
と
書
い

て
あ
り
、
そ
の
中
に
は
私
の
考
え

て
い
た
事
が
言
葉
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
て
、
（
そ
う
そ
う
こ
の
気

持
ち
）
と
何
ど
も
思
え
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
気
づ
い

た
ら
、
厚
か
っ
た
本
も
夢
中
で
読

ん
で
い
て
あ
っ
と
い
う
間
に
最
終

ペ
ー
ジ
で
し
た
。
す
っ
か
り
日
野

原
先
生
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、
図
書

 

ま
あ
る
い
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
　
知
花

　
私
の
家
族
は
五
人
家
族
で
す
。

い
つ
も
笑
い
が
絶
え
ず
、
と
て
も

仲
良
し
で
す
。
こ
ん
な
幸
せ
な
生

活
が
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
四
年
生
の
こ
ろ

か
ら
、
命
の
こ
と
に
つ
い
て
毎
日

の
よ
う
に
と
て
も
真
剣
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え

ば
、
「
こ
の
世
界
の
一
人
の
人
間

と
し
て
命
を
も
ら
い
、
一
分
一
秒

を
大
切
に
一
生
け
ん
命
生
き
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
な
ど
で
す
。
こ

の
よ
う
な
考
え
は
、
同
級
生
が
聞

い
た
ら
深
く
考
え
す
ぎ
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
も
こ
の
命

は
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
素
晴
ら

し
い
も
の
で
す
。

　「知花さん、おめ
でとう」と担任の三
枝先生（受賞当時）
に声をかけられて、
私の作文がたくさん
の方に認められたと
初めて知りました。
とても嬉しかったで
す。6年間お世話に
なった先生方にやっ
と恩返しができたと
思いました。

　

昨
年
の
第
62
回
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
山
梨
県
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
け
る
優
秀
賞
受
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
さ
さ
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

第
63
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

7月 1日
～31日は
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2013.7

　

　
妊
娠
・
出
産
か
ら
乳
児
期
、
幼

児
期
に
か
け
て
の
子
ど
も
を
も
つ

方
を
対
象
と
し
た
、
母
子
保
健
事

業
に
つ
い
て
の
情
報
を
保
健
課
よ

り
配
信
し
て
い
ま
す
。

〈
健
診
・
教
室
・
相
談
〉 

　
４
か
月
健
診
、
す
く
す
く
教

室
、
の
び
の
び
教
室
、
３
歳
児
健

診
、
パ
パ
マ
マ
学
級
、
に
こ
に
こ

子
育
て
相
談
室
な
ど

　
成
人
の
方
を
対
象
と
し
た
、
健

診
等
の
成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て

の
情
報
を
保
健
課
よ
り
配
信
し
て

い
ま
す
。

　
総
合
健
診
、
が
ん
検
診
、
人

間
・
脳
ド
ッ
ク
、
陸
上
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
市
か
ら
発
信

す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
、

新
た
に
２
種
類
の
配
信
を
始
め
ま

し
た
。
配
信
を
ご
希
望
の
方
は
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

■
携
帯
電
話
で
の
登
録
手
順 

　（
❶
・
❷
共
通
）

①
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

み
、
登
録
画
面
に
接
続
す
る
。

②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
欄
に
受
信
す

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力

し
、
メ
ー
ル
タ
イ
プ
を
選
択
し

て
「
登
録
す
る
」
ボ
タ
ン
を
押

す
。

③
画
面
に
「
ご
登
録
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
表
示
が

さ
れ
た
後
、
携
帯
電
話
に
登
録

完
了
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

④
登
録
完
了
で
す
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能
を
利

用
し
て
い
る
方
は
、「m

g
.city.

n
irasaki.lg

.jp

」
の
ド
メ
イ
ン

か
ら
メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
設
定

後
に
登
録
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
次
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
も
配
信
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
ご
登
録
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
防
災
情
報
や
不
審
者
情
報
等
の

情
報
が
総
務
課
よ
り
配
信
さ
れ
ま

す
。
防
災
無
線
を
聞
き
も
ら
し
た

り
、
市
外
に
居
た
た
め
聞
く
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
も
情
報

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
携
帯
電
話
で
の
登
録
手
順

①
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み

登
録
画
面
に
接
続
す
る
。

②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
欄
に
受
信
す

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力

し
、「
進
む
」
ボ
タ
ン
を
押
す
。

③
携
帯
電
話
に
仮
登
録
の
「
や
ま

な
し
く
ら
し
ね
っ
と
　
登
録
確

認
メ
ー
ル
」
が
届
き
ま
す
。
メ

ー
ル
本
文
中
に
記
載
さ
れ
て
い

る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
本
登
録
の
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

④
本
登
録
画
面
で
再
度
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
入
力
し
、「
配
信
申

込
み
」
ボ
タ
ン
を
押
す
。

⑤
登
録
完
了
で
す
。

　市では、文化・芸術、スポーツ等、様々な分野において顕

著な功績を挙げ、市の名声を高め、イメージアップに貢献の

あった個人・団体等を表彰する「韮崎市長特別表彰」を新た

に制定しました。

　本表彰にふさわしい功績があり、次のいずれかに当てはま

る方・団体等をご存知の方は、ぜひご推薦くださるよう、お

願いいたします。

■被表彰者要件
○市内に住所または勤務先を有する者

○市内の学校に在学もしくは卒業した者

○市内に主たる事務局等を有する法人及び団体

　ただし、本年６月１日（要綱施行日）以降の功績が対象と

なります。

■お問い合わせ・お申し込み
　政策秘書課秘書担当（内線３２４）

韮崎市長特別表彰要綱を制定
※
本
登
録
ま
で
行
わ
な
い
と
、
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
配
信
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、「m

lm
aster@

e-tetsu
zu

ki9
9
.co

m

」
か
ら
メ

ー
ル
が
届
く
よ
う
設
定
後
に
、

登
録
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
で
の
登
録
手
順 

　（
❶
～
❸
共
通
）

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.

city.n
irasaki.lg

.jp

の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
右
側
の
「
韮
崎
市
公
式

メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
」
よ
り

入
り
、
手
順

に
従
っ
て
登

録
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
情
報
推
進
担
当
　

　（
内
線
２
８
３
・
２
８
４
）

新
た
に
２
種
類
の
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

メ
ル
マ
ガ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

防
災
・
防
犯

３

母
子
保
健

１
新

健
康
ラ
イ
フ

２
新

防災防犯

健康ライフ 母子保健
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調
べ
て
記
入
し
た
り
、
お
ふ
ろ
の

残
り
湯
で
洗
濯
し
た
り
、
エ
ア
コ

ン
の
設
定
温
度
を
高
め
に
し
た

り
、
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
電
気

を
消
し
た
り
と
、
家
族
み
ん
な
で

い
ろ
い
ろ
相
談
し
な
が
ら
挑
戦
し

ま
し
た
。す
ご
く
大
変
で
し
た
が
、

よ
い
結
果
が
出
た
と
き
は
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

　
電
気
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る

ク
セ
を
直
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
（
お
母
さ
ん
が
）
協
力
し
て
み

て
感
じ
た
こ
と
は
？

　
子
ど
も
が
自
分
ひ
と
り
で
す
る

に
は
大
変
な
調
査
な
の
で
、
一
緒

に
朝
早
く
起
き
た
り
し
て
手
伝
い

ま
し
た
。
結
果
的
に
、
い
ま
ま
で

以
上
に
家
族
が
集
う
時
間
が
多
く

な
り
、
節
電
や
節
水
に
つ
な
が

り
、
こ
れ
を
機
会
に
、
さ
ら
に

家
族
の
絆
が
強
く
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。

Ｑ
今
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る 

　
５
年
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

　
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て

も
、
コ
マ
め
に
電
気
を
消
す
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
結

廃
食
油
・
賞
味
期
限
切
れ

の
天
ぷ
ら
油
を
無
料
回
収

　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
ま
な
し
は
、
天
ぷ
ら
油
を

回
収
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
と
し
て
利
用
す
る
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
、
家
庭
用
の
廃
食

油
（
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
）
と
賞

味
期
限
切
れ
の
天
ぷ
ら
油
を
回
収

し
ま
す
。

※
容
器
は
お
持
ち
帰
り
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
業
務
用
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
。

■
日
時
　
７
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
11
時
～
12
時

■
場
所
　
市
役
所
庁
舎
裏
駐
車
場

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
な
し

　（
パ
ル
シ
ス
テ
ム
山
梨
内
）

☎
０
５
５
ー
２
４
３
ー
６
３
２
８

　
７
月
か
ら
９
月
は
台
風
の
上
陸

が
多
い
季
節
で
す
。
暴
風
雨
に
よ

る
河
川
の
急
激
な
増
水
や
は
ん
ら

ん
、
土
砂
崩
れ
な
ど
が
も
た
ら
す

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

も
、
普
段
か
ら
河
川
の
ご
み
を
除

去
し
た
り
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

警
報
・
注
意
報
等
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ

避
難
す
る
な
ど
、
落
ち
着
い
て
安

全
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
大
規
模
な
災
害
が
起
こ
る
と
多

く
の
人
や
建
物
が
被
災
し
、
交
通

網
が
寸
断
さ
れ
、
応
援
が
到
着
す

る
ま
で
に
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
発
災
直
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
初
期
の
行
動
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

　
自
然
災
害
か
ら
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
、
自
分
の
命
、
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
意
識
が
大
切
で

す
。
そ
の
と
き
に
、
大
き
な
力
を

と
な
る
の
が
「
自
主
防
災
組
織
」

で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
や
出
前
塾
の
活
用
な
ど

を
通
じ
て
、
減
災
や
自
主
防
災
組

織
へ
の
理
解
を
深
め
、
市
職
員
も

関
わ
り
な
が
ら
組
織
の
創
設
、
活

動
の
推
進
に
取
り
組
み
、
減
災
力

の
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
防
災
交
通
担
当

　（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

　
市
で
は
、
昭
和
34
年
の
台
風
に

よ
る
甚
大
な
災
害
を
教
訓
に
、
長

い
間
、
各
地
域
で
の
河
川
愛
護
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
自
治
会
ご
と
に
７
月

７
日
（
日
）
を
中
心
と
し
た
休
日

等
を
「
河
川
愛
護
デ
ー
」
の
実
施

日
と
定
め
、
台
風
等
に
よ
る
水
害

の
発
生
防
止
と
河
川
に
対
す
る
愛

着
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河

川
・
水
路
等
の
除
草
、
清
掃
、
土

の
う
づ
く
り
等
の
作
業
が
行
わ
れ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、４
月
末
に
配
布
し
た『
土

砂
災
害
（
洪
水
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
』
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
土
石
流

や
が
け
崩
れ
等
、
発
災
の
恐
れ
の

あ
る
場
所
、
避
難
場
所
や
経
路
の

確
認
す
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
管
理
担
当

　（
内
線
２
４
６
・
２
４
７
）

■
自
主
防
災
組
織
が
大
切

「
河
川
愛
護
デ
ー
」
で

水
防
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

災
害
は
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
！

　
市
で
は
、
環
境
教
育
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
市
内
小
学
校
５
年
生

を
対
象
に
、
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
た
「
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
必
要
な
テ
キ
ス
ト
は

学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
す
）

　
キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

児
童
が
家
族
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

環
境
や
エ
コ
に
つ
い
て
考
え
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
の
節
約
や
、
家

庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
化
な
ど

を
２
週
間
に
渡
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
も
の
で
す
。

　
韮
崎
小
６
年
生
の
坂
本
小
和

（
さ
わ
）
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
、

昨
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
と
き
の
感

想
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
苦
労
し
た
点
は
？

　
朝
早
く
起
き
て
、
メ
ー
タ
ー
を

果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
め
ん
ど
う

く
さ
が
ら
ず
に
、
い
ろ
い
ろ
と
挑

戦
し
て
ほ
し
い
で
す
！

＊
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
は
、
環
境
基
準
に
関
す
る

世
界
的
な
取
り
決
め
の
規
定
の

も
と
に
し
た
環
境
を
守
る
管
理

シ
ス
テ
ム
の
こ
と

■
お
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課
環
境
政
策
担
当

　（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
実
施
し
ま
す
。

節
約
の
秘
訣
は
家
族
団
ら
ん
で
す
。

■
台
風
・
大
雨
に
備
え
て
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く
だ
さ
い
。

※
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
穂
坂
自
然
公
園
で
ご

　
用
意
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
（
※
月
曜
日
休
園
）

　
７
月
２
日
（
火
）

　
～
８
月
31
日
（
土
）

　
受
付
　
10
時
～
15
時

■
参
加
費
　
２
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

　
穂
坂
町
三
ツ
沢
３
５
０
７
ー
１

　
☎
３
７
ー
４
３
６
２

７
月
13
日
（
土
）
は 

第
４
回
ア
ユ
釣
り
大
会 

＆ 

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

　
ア
ユ
の
絶
好
の
釣
場
と
し
て
知

ら
れ
る
韮
崎
市
。
釣
り
大
会
と
つ

か
み
取
り
大
会
を
同
時
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
ア
ユ
釣
り
大
会

■
場
所

　
釜
無
川
河
川
公
園（
開
閉
会
式
）

　
釜
無
川
・
塩
川
（
大
会
会
場
）

■
時
間

・
受
付
　
　
６
時
～
６
時
30
分

・
開
会
式
　
６
時
45
分
～

・
大
会
　
　
７
時
～
11
時

■
参
加
料
　
２
、０
０
０
円

　（
お
と
り
ア
ユ
２
匹
つ
き
）

※
当
日
受
付
に
て
徴
収

■
参
加
条
件
　
峡
北
漁
業
協
同
組

合
が
発
行
す
る
遊
漁
証
が
必
要
。

（
当
日
購
入
も
可
１
、８
０
０
円
）

◇
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
大
会

■
場
所

　
釜
無
川
河
川
公
園
内
貯
水
池

　（
水
深
約
30
セ
ン
チ
）

■
時
間

・
受
付
　
10
時
～
10
時
30
分

・
大
会
　
10
時
30
分
～
11
時

　（
ア
ユ
が
い
な
く
な
っ
た
時
点

　
で
終
了
）

■
参
加
料
　
無
料

※
た
だ
し
一
人
４
匹
ま
で

■
日
時
　
８
月
４
日
（
日
）

　
14
時
上
映
（
開
場
13
時
15
分
・

　
開
会
13
時
50
分
）

■
場
所
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

　
満
席
の
場
合
は
入
場
を
お
断
り

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
及
び
市

　
内
に
通
勤
・
通
園
・
通
学
し
て

　
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
青
少
年
育
成
韮
崎
市
民
会
議

　（
教
育
課
生
涯
学
習
担
当
内
）

　（
内
線
２
６
７
）

＊
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　（
内
線
１
８
３
）

「
大
人
の
宝
探
し 

ジ
オ
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
」

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
大
人
も
楽
し

め
る
宝
探
し
で
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
示

す
宝
箱
の
方
向
へ
向
か
い
、
宝
箱

を
見
つ
け
た
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
記

入
し
、
答
え
が
合
う
と
豪
華
賞
品

が
も
ら
え
ま
す
。

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
ご
参
加

夏
休
み
シ
ネ
マ
企
画

「
映
画
で
深
め
る
親
子
の
絆
」

『
海
洋
天
堂
』（O

cean H
eaven

）

　
２
０
１
０
年
の
中
国
・
香
港
映

画
。
カ
ン
フ
ー
映
画
な
ど
、
国
際

的
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ー
の
ジ
ェ
ッ

ト
・
リ
ー
が
、
父
親
役
と
し
て
初

め
て
挑
ん
だ
文
芸
作
品
。

　「
平
凡
に
し
て
偉
大
な
る
す
べ

て
の
父
と
母
へ
」
と
の
言
葉
が
添

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
末
期
が

ん
に
侵
さ
れ
な
が
ら
も
自
閉
症
の

ひ
と
り
息
子
を
育
て
る
父
の
姿
を

ジ
ェ
ッ
ト
・
リ
ー
が
好
演
し
、
日

常
の
営
み
を
丁
寧
に
描
い
た
作
品

で
す
。

■
参
加
条
件
　
中
学
生
以
下

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

　
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
定
員
　
１
５
０
名

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
当
日

　
の
申
込
・
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
い
ず
れ
も
７
月
８
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
商
工
観
光
課
観
光
担
当

　（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

映
画
を
み
よ
う

体
験
し
よ
う

今
年
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

夏
の
イ
ベ
ン
ト

第
28
回
国
民
文
化
祭
や
ま
な
し

２
０
１
３
の
韮
崎
市
主
催
事
業

「
小
林
一
三
・
保
阪
嘉
内
の 

世
界
展
」
を
開
催

　
阪
急
電
鉄
、
宝
塚
歌
劇
団
の
創

設
者
で
あ
る
小
林
一
三
、
盛
岡
高

等
農
林
学
校
で
宮
澤
賢
治
と
出
会

い
交
流
を
深
め
た
保
阪
嘉
内
、
郷

土
出
身
の
２
人
の
偉
人
の
業
績
を

た
ど
り
、
経
済
・
文
化
の
面
か
ら

紹
介
す
る
企
画
展
で
す
。

■
日
時
　
９
月
１
日
（
日
）

　
～
11
月
10
日
（
日
）

　
９
時
～
17
時

※
月
曜
休
館（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

■
場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　「
ニ
コ
リ
」
１
階
　

　
韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

■
入
場
料
　
無
料

企
画
展
関
連
記
念
講
演 

□
小
林
一
三
関
係
記
念
講
演

■
日
時
　
９
月
８
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時

＊
講
師

　
伊
井
　
春
樹
氏

　（
逸
翁
美
術
館
館
長
）

＊
演
題
　
小
林
一
三
の
文
化
構
想

　
―
タ
カ
ラ
ヅ
カ
歌
劇
か
ら
美
術

　
館
・
図
書
館
の
町
起
こ
し
へ
―

□
保
阪
嘉
内
関
係
記
念
講
演

■
日
時
　
９
月
15
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時

＊
講
師

　
牛
崎
　
敏
哉
氏

　（
宮
澤
賢
治
記
念
館
副
館
長
）

＊
演
題
　
花
巻
か
ら
韮
崎
へ
～
宮

　
澤
賢
治
か
ら
保
阪
嘉
内
へ
～

■
両
講
演
会
場

「
ニ
コ
リ
」
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
は
無
料
で
す
が
観
覧
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
国
民
文
化
祭
担
当

　（
内
線
２
６
５
）
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　県内外の有力チームを招き、韮崎中央
公園をメイン会場に開催される恒例の
サッカーイベントで、今年で３３回目を
迎える伝統ある大会です。
　小学生・中学生・高校生・女子・シニ
アの各カテゴリー別に熱戦が展開され
ます。ぜひ市民の皆さんにもご観戦いただき、地元チームをはじめ、
プレーする選手たちに熱い声援を送ってください。

■日程　中学生の部　　７月　６日（土）・　７日（日）
　　　　高校生の部　　７月１３日（土）～１５日（月）
　　　　小学生の部　　７月２０日（土）～２１日（日）
　　　　女子の部　　　７月２７日（土）・２８日（日）
　　　　シニアの部　１１月　２日（土）・　３日（日）

■会場　中央公園陸上競技場・同芝生広場、市営総合運動場、御勅
使サッカー場、グリーンフィールド穂坂と、複数の会場で
行いますので、詳細は事務局までお問い合わせください。

■お問い合わせ　実行委員会事務局
　　　　　　　　教育課スポーツ振興担当　☎２２ー０４９８

平
成
25
年
山
梨
県

俳
句
大
会
作
品
募
集

　
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
文
化
協

会
と
の
連
携
に
よ
り
、
広
く
県
民

の
方
々
を
対
象
と
し
た
大
会
で

す
。

■
主
催

　
県
文
化
協
会
連
合
会

■
対
象
者

　
県
内
在
住
者
（
高
校
生
以
上
）

　
一
人
５
句

　（
四
季
雑
詠
、
未
発
表
）

■
参
加
費
　
２
、０
０
０
円

■
募
集
期
限

　
７
月
31
日
（
水
）

■
顕
彰
　
知
事
、
議
長
、
マ
ス
コ

　
ミ
各
社
な
ど
25
の
賞

■
表
彰
・
講
演
日
時

　
10
月
14
日
（
月
）
13
時
30
分
～

　
山
梨
県
立
図
書
館

　
演
題

　「
甲
斐
の
山
々
を
詠
ん
だ
俳
句
」

　
山
梨
県
立
文
学
館
・
学
芸
員

　
高
室
　
有
子
氏

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　（
内
線
２
６
７
）

第
61
回
山
梨
県
統
計
グ
ラ
フ 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
あ
な
た
が
感
じ
た
こ
と
を
統
計

グ
ラ
フ
に
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん

か
？
優
秀
作
品
は
11
月
に
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ

総
合
）
内
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

■
応
募
資
格

　
県
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
小

学
生
以
上
の
方
（
５
人
以
内
な
ら

合
作
も
Ｏ
Ｋ
）

■
課
題
　
自
由

■
表
彰
　

　
各
部
門
ご
と
に
知
事
賞
、
教
育

長
賞
、
入
選
、
佳
作
他
、
参
加
者

全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈

　
優
秀
作
品
は
、
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
品
し
、「
統
計
検
定
４
級

（
活
動
賞
）」
が
贈
ら
れ
ま
す
。

■
募
集
期
限

　
９
月
５
日
（
木
）

■
応
募
方
法

　
山
梨
県
統
計
調
査
課
あ
て
に
郵

送
ま
た
は
持
参
（
用
紙
は
統
計
調

査
課
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
配
布
）

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/

toukei_2/etc/gracon_h25.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

〒
４
０
０
ー
８
５
０
１

甲
府
市
丸
の
内
１
丁
目
６
ー
１

山
梨
県
企
画
県
民
部
統
計
調
査
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
４
０

夏
休
み
自
由
研
究 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
県
内
の
博
物
館
・
資
料
館
に
よ

る
恒
例
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

韮
崎
市
民
俗
資
料
館
も
参
加
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
７
月
15
日
（
海
の
日
・
月
）

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
会
場
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

　
甲
府
市
大
津
町
２
１
９
２
ー
８

■
主
催
　
山
梨
県
立
博
物
館

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
山
梨
県
立
博
物
館

☎
０
５
５
ー
２
６
１
ー
２
６
３
１

＊
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　（
内
線
２
６
６
～
２
６
８
）

チ
ャ
レ
ン
ジ 

縄
文
土
器
を
つ
く
ろ
う

　
市
内
か
ら
発
掘
さ
れ
た
本
物
の

土
器
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
縄
文

第 33 回武田の里にらさき
サッカーフェスティバル開催

応
募
し
よ
う

土
器
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

■
実
施
日
・
回
数

　
７
月
20
日
（
土
）

　
午
前
・
午
後
各
１
回

※
作
成
し
た
土
器
は
８
月
４
日

（
日
）
に
焼
き
上
げ
ま
す
。

■
集
合
時
間

　
午
前
の
部
　
９
時

　
午
後
の
部
　
13
時

※
制
作
に
約
３
時
間
を
予
定

■
場
所
　
民
俗
資
料
館

■
定
員
　
各
回
５
人

■
対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

■
参
加
費

　
３
０
０
円
（
粘
土
代
・
予
定
）

■
受
付
期
間
（
先
着
順
）

　
７
月
４
日
（
木
）
～
15
日
（
月
）

　
平
日
９
時
～
17
時
　

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　（
内
線
２
６
６
～
２
６
８
）

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
１
３

　
気
象
台
の
見
学
・
ア
メ
ダ
ス
の

展
示
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
等
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　
８
月
３
日
（
土
）

　
９
時
30
分
～
16
時

■
場
所
　
甲
府
地
方
気
象
台

　（
甲
府
市
飯
田
４
ー
７
ー
29
）

■
参
加
費
　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課

☎
０
５
５
ー
２
２
２
ー
３
６
３
４
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第
２
回
ニ
コ
リ
サ
マ
ー 　

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
ニ
コ
リ
で
小
さ
な
夏
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。
か
き
氷
、
人
形
す
く

い
、
く
じ
引
き
や
輪
投
げ
な
ど
の

お
店
（
有
料
50
円
～
１
０
０
円
）

が
ニ
コ
リ
に
出
現
！ 

ぜ
ひ
、
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
！

■
日
時
　
８
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了

■
場
所

　
１
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
横

　
共
用
ス
ペ
ー
ス

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

　
　
　

マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

　
老
化
の
原
因
を
知
り
、
ご
自
宅

で
で
き
る
効
果
的
な
マ
ッ
サ
ー
ジ

方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
お
顔
の
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
＆
マ
ッ

サ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
ス
キ
ン

ケ
ア
の
後
、
メ
イ
ク
を
直
し
て
終

了
で
す
。
正
し
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

若
返
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

い
つ
も
と
違
う
夏
休
み
に
し
た
い
！

『
ニ
コ
リ
』
の
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
ま
す
。

■
日
時

　
７
月
28
日
（
日
）

　
13
時
30
分 

～ 

15
時
30
分

■
場
所
　
１
階
会
議
室
６
・
７

■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円 

※
お
土
産
付

　（
マ
ッ
サ
ー
ジ
ク
リ
ー
ム
）

■
定
員
　
20
名

■
持
物
　
手
ぶ
ら
で
の
ご
参
加
も

可
能
で
す
。
使
い
慣
れ
た
髪
留
め

タ
ー
バ
ン
・
メ
イ
ク
用
品
等
お
持

ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

■
講
師
　
吉
川
　
美
佐
子
氏
、

　
　
　
　
坂
本
　
春
奈
氏

■
締
切
　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

夏
休
み
★
親
子 

de

　
　
　
　

動
物
パ
ン
教
室

　
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
親
子
で
動
物

パ
ン
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
こ
ち
ら
で
用
意

し
た
天
然
酵
母
の
パ
ン
生
地
で
、

好
き
な
動
物
の
形
を
作
り
ま
す
。

焼
き
上
が
っ
た
パ
ン
に
ア
イ
シ
ン

グ
で
お
絵
か
き
！
出
来
上
が
っ
た

パ
ン
は
お
土
産
（
５
個
程
度
）
で

す
！

■
対
象

　
親
子
（
子
ど
も
は
年
少
以
上
）

■
日
時
　
８
月
４
日
（
日
）

＊
午
前
の
部
　
10
時
30
分
～
12
時

＊
午
後
の
部
　
13
時
～
14
時
30
分

■
材
料
費
　
１
、５
０
０
円

■
定
員
　
各
８
組
（
１
組
＝
大
人

　
１
名
、
子
ど
も
２
名
ま
で
）

■
持
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ

ン
ダ
ナ
可
）、
お
手
拭
き
タ
オ
ル

■
場
所
　
１
階
調
理
室

■
講
師

　
ア
ト
リ
エ
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

　
福
田 

　
由
香
里
氏

■
締
切
　
７
月
29
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
合
受
付
（
１
階
）

　
☎
２
２
ー
１
１
２
１

課
題
図
書
の
貸
出
に
つ
い
て

　「
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
」「
山
梨
県
・

す
い
せ
ん
図
書
」「
山
梨
県
夏
休

み
の
友
紹
介
図
書
」
の
夏
休
み
期

間
中
の
貸
出
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
が
集
中
す
る
た
め
次
の
と
お
り

で
す
。
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
期
間
　
７
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　
～
８
月
22
日
（
木
）

■
貸
出
数
・
期
間

　
１
人
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
１
冊

　
１
週
間
ま
で

※
予
約
可
能
で
す
が
延
長
は
で
き

ま
せ
ん
。

「
金
田
一
耕
助

　

生
誕
１
０
０
周
年
」
展
示

　
今
年
は
名
探
偵
　
金
田
一
耕
助

の
生
誕
１
０
０
年
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
の
探
偵
の
イ
メ
ー

ジ
を
創
り
だ
し
た
横
溝
正
史
氏
と
、

そ
の
影
響
を
受
け
た
作
品(

県
内

出
身
の
作
家
岩
崎
正
吾
氏
の
小
説

や
金
田
一
少
年
シ
リ
ー
ズ
、
新
本

格
系
の
推
理
小
説
な
ど)

を
特
集

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
の
探
偵

小
説
の
歴
史
評
論
を
扱
っ
た
資
料

な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

　
７
月
２
日(

火)

～
30
日(

火)

「
夏
休
み
ス
タ
ン
プ

　
　
　
　

ラ
リ
ー
」（
無
料
）

　
館
内
に
掲
示
さ
れ
た
ク
イ
ズ
に

答
え
て
正
解
す
る
、
お
は
な
し
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
、
お

勧
め
の
本
を
紹
介
す
る
、
な
ど
で

ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
せ
ん
か
？
ス

タ
ン
プ
が
た
ま
る
と
、
景
品
な
ど

が
も
ら
え
ま
す
。

　
ク
イ
ズ
は
小
学
生
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
が
年
齢
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　
７
月
20
日(

土)

　
～
９
月
１
日(

日)

■
場
所
　
市
立
図
書
館

■
対
象
　
興
味
の
あ
る
方

■
参
加
方
法
　
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

朗
読
の
つ
ど
い(

無
料)

　
７
月
は
韮
崎
の
皆
さ
ん
に
ご
出

演
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
20
日 (

土)

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所
　
図
書
館
大
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

＊「
街
の
風
景
」　「
遅
咲
き
の
梅
」

　
内
海
隆
一
郎
作
よ
り

　
保
阪
　
え
み
子
氏

＊
「
山
月
記
」
中
島
　
敦
作

　
　
小
澤
　
保
子
氏

＊
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」（
そ
の
２
）

　
　
宮
沢
賢
治
作
　
清
水
　
一
氏

「
怪
談
落
語
」

　
夏
と
い
え
ば
怖
い
話
。
昨
年
も

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た

怪
談
。
今
年

も
や
っ
て
き

ま
す
。

■
日
時

　
７
月
20
日(

土)

　
15
時
～
16
時

■
場
所
　
２
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

■
申
込
　
事
前
予
約
不
要

ニ
コ
リ  
総
合
受
付

市
立
図
書
館
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■
対
象
　
就
園
前
の
子
ど
も
と

　
　
　
　
そ
の
家
族
20
組

に
ら
★
ち
び
ま
つ
り

　

in  

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ

　
毎
月
１
回
ま
ち
な
か
朝
市
Ｎ
Ｉ

Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
に
今
月
は
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
も
出
店
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
内
容
　
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
、

ゲ
ー
ム
他
（
１
０
０
円
／
１
回
）、

シ
ア
タ
ー
上
映
他

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

　
☎
２
３
ー
７
６
７
６

坂
井
遺
跡
と
志
村
滝
蔵
展

　
遺
跡
保
存
を
始
め
た
滝
蔵
の
生

涯
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
期
間
　
８
月
25
日
（
日
）
ま
で

　
時
間
・
休
館
日
等
は
各
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
場
・
お
問
い
合
わ
せ

＊
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館（
１
階
）

　
☎
２
１
ー
３
６
３
６

＊
民
俗
資
料
館
（
藤
井
町
坂
井
）

　
☎
２
２
ー
１
６
９
６

「
工
作
遊
び
」（
無
料
）

　
毎
年
悩
む
、
夏
休
み
の
工
作
課

題
！
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
を
利
用

し
て
「
万
華
鏡
」
を
作
り
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時（
ど
ち
ら
か
の
日
を
選
択
）

　
７
月
27
日(

土)

　
８
月
20
日(

火)

　
両
日
と
も
14
時
～
15
時

■
場
所

　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象
　
小
学
生
以
下
（
小
さ
い

お
子
さ
ま
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員
　
各
20
名（
保
護
者
除
く
）

■
申
込

　
７
月
２
日
（
火
）
よ
り
先
着
順

「
折
り
紙
遊
び
」（
無
料
）

　
夏
の
風
物
誌
〝
せ
み
〟
を
は
じ

め
い
く
つ
か
の
作
品
を
折
り
ま
す
。

手
先
が
器
用
な
人
も
そ
う
で
な
い

人
も
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

■
日
時

　
８
月
３
日(

土)

　
14
時
～
15
時

■
場
所

　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象
　
小
学
生
以
下
（
小
さ
い

お
子
様
は
保
護
者
同
伴
）

■
定
員
　
20
名(

保
護
者
除
く)

■
講
師
　
小
池
　
和
男
氏

　
　
　
　
小
池
　
き
よ
子
氏

■
申
込

　
７
月
２
日
（
火
）
よ
り
先
着
順

「
夜
の
こ
わ
～
い
お
は
な
し
会
」

　
闇
と
静
寂

に
包
ま
れ
た

閉
館
後
の
図

書
館
で
怖
い

お
は
な
し
と
と
も
に
暑
い
夏
の
夜

を
ゾ
ク
ッ
と
涼
し
く
過
ご
し
ま
せ

ん
か
？

■
日
時
　
８
月
10
日(

土)

　
　
　
　
17
時
15
分
～
17
時
45
分

　
　
　
　（
16
時
50
分
集
合
）

■
対
象
・
定
員

　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
と

　
保
護
者
20
名

※
原
則
、
保
護
者
の
同
伴

■
申
込

　
７
月
２
日
（
火
）
よ
り
先
着
順

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
市
立
図
書
館
（
２
階
）

　
☎
２
２
ー
４
９
４
６

子
育
て
サ
ロ
ン
“
銀
河
鉄
道
”

『
レ
ッ
ツ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
♪
』

　
親
子
で
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
日
時
　
７
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
　
１
階
音
楽
室

■
講
師
　
新
谷
　
亮
子
氏

■
定
員
　
子
育
て
中
の
親
子
15
組

　
　
　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

『
筆
ペ
ン
講
座
』（
無
料
）

　
筆
ペ
ン
で
表
書
き
や
自
分
の
名

前
を
書
く
こ
と
っ
て
苦
手･･･

と

思
っ
て
い
る
方
い
ま
せ
ん
か
？
　

書
道
経
験
が
な
く
て
も
コ
ツ
さ
え

つ
か
め
ば
大
丈
夫
！
表
書
き
や
氏

名
の
書
き
方
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
23
日
・
30
日

　
い
ず
れ
も
火
曜
10
時
～
12
時

■
場
所
　
１
階
会
議
室
５

■
対
象
　
一
般
市
民

■
持
物
　
筆
ペ
ン

■
定
員
　
20
名

　
　
　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
講
師
　
田
中
　
志
津
氏

『
親
子
で

　
　

自
然
を
楽
し
も
う
！
』

　
夏
休
み
こ
そ
、
自
然
の
中
で
思

い
っ
き
り
遊
び
ま
せ
ん
か
！

■
日
時
・
場
所（
現
地
集
合
・
解
散
）

　
８
月
３
日
（
土
）

　
集
合
９
時
30
分
～

　
解
散
15
時
30
分
予
定

　
甘
利
山
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ

■
内
容
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ハ
イ
ク
、

植
樹
、
巣
箱
つ
く
り
、
ス
イ
カ
割

り
な
ど

■
定
員
　
市
内
小
学
校
に
通
う
親

子
30
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費
　
７
０
０
円

　（
昼
食
代
・
諸
費
用
）

■
持
物
　
雨
ガ
ッ
パ
、
帽
子
、
軍

　
　
　
　
手
、
飲
み
水

■
服
装
　
長
袖
長
ズ
ボ
ン
・
運
動
靴

『
三
宅
太
鼓
体
験
教
室
』（
無
料
）

■
日
時
　
８
月
２
・
９
・
23
・

　
　
30
日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

　
＊
昼
の
部
　
15
時
～
16
時
30
分

　
＊
夜
の
部
　
20
時
～
21
時
30
分

■
場
所
（
Ｊ
Ａ
梨
北
穗
坂
支
店
２
階
）

　
穗
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
小
学
３
年
生
以
上
の
太

鼓
に
興
味
の
あ
る
方

■
持
物
　
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
物
、

動
け
る
服
装
・
上
履
き
（
運
動
靴
）

■
お
申
し
込
み

　
三
宅
太
鼓
韮
鼓
一
打
会（
深
澤
）

☎
０
９
０
ー
１
７
３
７
ー
９
８
４
２

■
お
問
い
合
わ
せ

　
中
央
公
民
館
（
１
階
）

☎
２
０
ー
１
１
１
５

子
育
て
サ
ロ
ン
『
い
た
ず
ラ
ッ

コ
』
in 

北
東
児
童
セ
ン
タ
ー

　
７
月
よ
り
毎
月
１
回
北
東
児
童

セ
ン
タ
ー
で
子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
い
た
ず
ラ
ッ
コ
」
と
そ
の
Ｏ
Ｂ

マ
マ
た
ち
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
開
催
。

今
月
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー
を
作
っ
て
夏

気
分
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
７
月
10
日
（
水
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
　
北
東
児
童
セ
ン
タ
ー
　

　（
藤
井
町
駒
井
２
２
４
８
ー
１
）

中
央
公
民
館

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

民
俗
資
料
館
共
同
企
画



2013.7

18

お
知
ら
せ

※
そ
の
他
必
要
要
件
の
詳
細
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ⅲ
そ
の
他

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

　
し
な
い
者

③
消
防
職
員
と
し
て
の
身
体
要
件

　
を
備
え
て
い
る
者

④
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
者
ま

　
た
は
採
用
時
ま
で
に
取
得
見
込

　
み
の
者

■
受
付
期
間
　
７
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　
～
８
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
平
日
９
時
～
17
時

※
７
月
23
日
（
火
）
か
ら
申
込
書

　
類
等
を
配
布
し
ま
す
。

■
試
験
日
（
第
１
次
）

　
　
９
月
22
日
（
日
）

※
出
店
権
利
の
譲
渡
・
名
義
貸
し

　
は
厳
禁

■
募
集
上
の
注
意

　
暴
力
団
排
除
条
例
等
に
よ
り
、

関
係
各
庁
に
調
査
・
照
会
す
る
こ

と
を
ご
承
諾
い
た
だ
き
ま
す
。

■
出
店
料

　
一
店
舗
あ
た
り
１
万
円

　（
テ
ン
ト
一
棟
（
２
Ｋ
×
１
・
５

　
Ｋ
）、
机
２
台
、
イ
ス
２
台
の

　
セ
ッ
ト
含
む
）

※
原
則
と
し
て
一
出
店
者
に
つ
き

一
テ
ン
ト
と
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
　
７
月
17
日
（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
韮
崎
市
商
工
会

　
☎
２
２
ー
２
２
０
４

平
成
26
年
４
月
採
用
の 

消
防
職
員
を
募
集

■
採
用
人
員
　
若
干
名
（
性
別
不
問
）

■
受
験
資
格

Ⅰ
学
歴
及
び
年
齢
要
件

＊
消
防
職
Ａ
　
平
成
２
年
４
月
２

　
日
～
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
者
で
、大
学
（
短
大
除
く
）

　
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
26
年

　
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

＊
消
防
職
Ｂ
　
平
成
２
年
４
月
２

　
日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
者
で
、
右
記
消
防
職
Ａ
の

　
要
件
に
該
当
し
な
い
者

Ⅱ
住
所
要
件
　
韮
崎
市
、北
杜
市
、

　
甲
斐
市
に
居
住
し
て
い
る
者
ま

　
た
は
居
住
し
得
る
者

営
規
模
拡
大
を
検
討
し
て
い
る
方

や
、
新
規
に
就
農
を
検
討
し
て
い

る
方
は
、
７
月
31
日
（
水
）
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課
農
林
振
興
担
当

　（
内
線
２
２
３
）

熱
中
症
に 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境

下
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り

吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
る
と
意
識

障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
予
防
に
は

・
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

＊
屋
内
で
は
　
扇
風
機
、
エ
ア
コ

　
ン
な
ど
を
活
用
し
た
室
温
調
節

＊
屋
外
で
は
　
日
傘
、
帽
子
、
通

　
気
性
の
良
い
衣
服
の
着
用

・
炎
天
下
で
の
長
時
間
の
活
動
を

　
避
け
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を 

 

見
直
し
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
と
認
定
農
業
者
の

方
を
対
象
に
実
施
し
た
意
向
調
査

に
基
づ
き
、
昨
年
度
に
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
に
お
い
て
見
直
し
を
し
ま

す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
人
と
農
地
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
計
画
で

あ
り
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
と
、「
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
」、「
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当

初
５
年
間
無
利
子
化
（
認
定
農
業

者
）」
と
い
っ
た
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
各
種
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
認
定
農
業
者
と
し
て
経

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

夏
の
武
田
の
里
ま
つ
り 

『
武
田
陣
没
将
士
供
養
会
・ 

花
火
大
会
』
出
店
募
集

　
８
月
16
日
（
金
）
に
行
わ
れ
る

武
田
陣
没
将
士
供
養
会
・
花
火
大

会
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件

　
次
の
要
件
の
ど
れ
か
一
つ
を
満

た
し
て
い
る
方

①
市
商
工
会
に
加
入
し
て
い
る
方  

（
平
成
25
年
４
月
１
日
時
点
）

②
市
内
に
店
舗
を
構
え
て
い
る
方

③
市
民
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
及
び

団
体

④
そ
の
他
公
共
性
が
認
め
ら
れ
る

団
体

⑤
市
に
隣
接
す
る
商
工
会
に
加
入

し
て
い
る
方
（
平
成
25
年
４
月

１
日
時
点
）

　
会
場
の
都
合
上
、
60
店
舗
限
定

と
な
り
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合

は
①
～
④
を
優
先
の
う
え
、
主
催

者
側
に
よ
る
厳
正
な
る
抽
選
の

上
、決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募  

集

※詳細は、市ホームページに掲載及び政策秘書課、市立病院事務局で
　配布しています『韮崎市職員採用試験案内』をご覧ください。
■お問い合わせ　政策秘書課政策人事担当（内線325・326）

採用職種 試験区分 採用者数 採用日 申込受付・試験日 資格要件等

看護師
短大卒業

程度
5名程度 9月1日

■受付
　7月 8日（月）
　～7月19日（金）

■試験
　8月 2日（金）

看護師免許
を有する人

市職員（看護師）を募集します。
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市の人口（６月１日現在）
男 １５，５５０人 世帯数 １２，４１９世帯
女 １５，７５６人 前月比 △１２人　
計 ３１，３０６人 前月比 １３世帯

韮崎市国民健康保険より
６月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、157,449,654 円で、一人あたりの保険者負担
額は、18,838 円 (前年同月比 4.94％増）でした。
引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力くだ
さい。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
山
梨
県
立
盲
学
校
教
務
係

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１   

０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
２

ysvi@
kai.ed.jp

ね
ん
き
ん
無
料
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を
、

奇
数
月
の
第
２
火
曜
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
７
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
９
月
10
日
（
火
）
他

　
　
　
　
毎
回
９
時
～
16
時

■
場
所

　
市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室  

他

■
持
物

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き

ん
特
別
便
一
式
」、「
年
金
証
書
」、

「
印
鑑
」、「
年
金
手
帳
（
お
持
ち

の
場
合
）」
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課
市
民
担
当

　（
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
☎
２
３
ー
３
６
７
３
（
山
本
）

転
倒
予
防
教
室
（
無
料
）

　
最
近
、
転
倒
が
原
因
で
寝
た
き

り
に
な
る
ご
高
齢
者
の
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
な

生
活
を
送
る
た
め
の
運
動
方
法
を
、

こ
の
機
会
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
７
月
３
日
（
水
）・
10
日
（
水
）

　
14
時
～
15
時
30
分

■
場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　「
ニ
コ
リ
」
３
階

　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
虹
の
郷

■
定
員
　
15
名

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

岩
下
内
科
医
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
虹
の
郷
（
菊
池
・
山
口
）

　
☎
４
５
ー
７
４
３
７

戦
没
者
遺
児
に
よ
る 

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　
先
の
大
戦
で
父
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
費
　
一
律
９
万
円

　(

３
分
の
１
の
県
費
補
助
有
り)

■
実
施
地
域
　
旧
満
州
、旧
ソ
連
、

ア
ッ
ツ
島
、西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

中
国
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ

ー
半
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸

島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
山
梨
県
遺
族
会

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
６
６
４

山
梨
県
立
盲
学
校 

見
学
及
び
入
学
相
談
を
開
催

　
視
力
が
弱
い
た
め
に
就
職
で
悩

む
方
、
視
力
低
下
に
よ
り
仕
事
が

難
し
い
方
、
中
学
・
高
校
卒
業
後
、

進
路
が
見
つ
か
ら
な
い
方
や
そ
の

ご
家
族
・
支
援
さ
れ
て
い
る
方
に

学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
場
所
・
相
談
日
時

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
毎
週
木
曜
日
９
時
～
15
時 

※
電
話
及
び
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

　
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
授
業
見
学
期
間

　
７
月
８
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

■
申
込
　
電
話
予
約

　
平
日
９
時
～
17
時

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　
☎
２
２
ー
３
３
１
１

　（
内
線
２
１
・
３
９
）

平
成
26
年
４
月
採
用 

広
域
水
道
企
業
団
職
員
を
募
集

■
職
種
　
一
般
行
政
職

■
採
用
予
定
人
員
　
１
名

■
受
付
期
間
　
７
月
23
日
（
火
）

　
～
８
月
12
日
（
月
）

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
峡
北
地
域
広
域
水
道
企
業
団
総
務
課

　
☎
４
２
ー
４
８
３
０

嵐
峰
会
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

団
員
募
集

　
40
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
嵐
峰

会
は
、
現
在
男
女
18
名
の
団
員
が

先
生
た
ち
の
指
導
の
も
と
稽
古
に

は
げ
ん
で
い
ま
す
。
初
心
者
で
も

安
心
し
て
入
団
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ご
興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽

に
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
小
中
学
生
、
一
般
の
方

■
練
習
時
間

　
木
曜
日
・
土
曜
日

　
18
時
30
分
～
20
時

　（
土
曜
～
20
時
30
分
）

■
練
習
場
所
　
北
東
小
体
育
館

■
団
費
　
２
、３
０
０
円
／
月

※
防
具
等
は
お
貸
し
し
ま
す
。

相  

談
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ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
、
戦
争
が
終
結
し
て

以
来
、68
回
目
の
夏
を
迎
え
ま
す
。

わ
が
国
は
、
世
界
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
り
、
か
つ
て
日
本
で
多
く
の

人
々
が
戦
争
の
犠
牲
と
な
り
、
苦

し
い
思
い
を
強
い
ら
れ
た
事
実
を

風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
昭
和
58
年

３
月
に
、「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
っ
て
か
ら
32
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
過
去
の
大
き
な
過
ち
を

再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

の
思
い
か
ら
、
次
世
代
に
平
和
の

尊
さ
や
命
の
大
切
さ
、
戦
争
の
悲

惨
さ
を
語
り
継
い
で
い
く
た
め
の

『
非
核
平
和
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
戦
時
下
に
甲

府
空
襲
を
体
験
し
た
高
見
澤
静
佳

氏
に
よ
る
、
当
時
の
様
子
を
伝
え

る
お
話
し
会
の
ほ
か
、
戦
争
と
平

和
に
関
す
る
書
籍
を
展
示
す
る
読

書
展
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

■
非
核
平
和
パ
ネ
ル
展

　

戦
時
中
の
洋
服
、
七
里
岩
地
下

壕
パ
ネ
ル
な
ど
の
資
料
展
示

●
展
示
期
間
・
時
間

　

８
月
５
日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

　

９
時
～
22
時

●
場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

　
「
ニ
コ
リ
」
１
階
ロ
ビ
ー

■
平
和
や
命
の
大
切
さ
を

　
考
え
る
つ
ど
い

　

戦
争
中
の
体
験
談
を
聴
く
機
会

を
通
じ
て
、
平
和
の
尊
さ
や
命
の

大
切
さ
を
考
え
る
集
い
で
す
。

●
日
時

　

８
月
10
日
（
土
）
15
時

●
場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

　
「
ニ
コ
リ
」
第
５
・
６
会
議
室

■
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
読
書
展

　

戦
争
と
平
和
に
関
す
る
書
籍
を

展
示
し
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
平
和

で
あ
る
こ
と
の
尊
さ
、
戦
争
の
な

い
平
和
な
世
界
を
築
く
こ
と
の
大

切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間

　

８
月
６
日
（
火
）
～
18
日
（
日
）

※
12
日
（
月
）
休
館

●
場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

　
「
ニ
コ
リ
」
２
階

　

市
立
図
書
館
内

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
５
）

■
投
票
日
時

　

７
月
21
日
（
日
）
７
時
～
20
時

■
投
票
に
つ
い
て

　

２
つ
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

◇
山
梨
県
選
出
議
員
選
挙

　
　

候
補
者
を
記
入
し
投
票

◇
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
　

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の

　

名
称
ま
た
は
候
補
者
名
を
記
入

　

し
投
票

■
期
日
前
投
票

　
仕
事
や
旅
行
、
入
院
そ
の
他
の

理
由
で
当
日
投
票
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
期
間

　

７
月
５
日
（
金
）
～
20
日
（
土
）

　

８
時
30
分
～
20
時

◇
場
所

　

市
役
所
１
階
防
災
会
議
室

※
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
投
票
所
入
場
券
が
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
お
持
ち
い
た

だ
か
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。）

■
不
在
者
投
票

　

病
院
や
施
設
（
指
定
さ
れ
た
施

設
等
に
限
り
ま
す
）
に
お
ら
れ
る

方
は
、
施
設
等
の
中
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

■
選
挙
公
報

　

新
聞
折
込
み
で
配
布
し
ま
す
。

※
未
購
読
の
方
に
は
直
接
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
立
病
院
・
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
置
い
て
あ

り
ま
す
。

◆
選
挙
Q
＆
A

Q　

期
日
前
投
票
が
始
ま
る
前
に

入
場
券
が
届
く
よ
う
に
で
き
ま
せ

ん
か
？

A　

入
場
券
は
法
令
に
よ
り
告
示

の
日
以
後
に
交
付
す
る
こ
と
と
さ

れ
、
さ
ら
に
市
内
全
域
の
郵
送
に

概
ね
４
日
を
要
す
る
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
は
お
持
ち
に
な

ら
な
く
て
も
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q　

都
合
に
よ
り
県
外
に
滞
在

し
、
選
挙
期
間
中
自
宅
に
戻
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
投
票
す
る
方

法
は
あ
り
ま
す
か
？

A　

現
在
の
滞
在
場
所
か
ら
本
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
等

を
請
求
し
、
滞
在
場
所
の
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
に
出
向
い
て
不

在
者
投
票
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
郵
送
で
や
り
と
り
す
る
た

め
、
日
数
に
余
裕
が
必
要
で
す
。

　

告
示
前
で
も
結
構
で
す
の
で
、

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
公
職
選
挙
法
の
改
正

■
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権

　

平
成
25
年
７
月
以
降
に
公
示
・

告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
成
年
被
後

見
人
の
方
は
、
選
挙
権
・
被
選
挙

権
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る

　

選
挙
運
動
が
解
禁

◇
有
権
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
利
用
し
た

選
挙
運
動
が
可
能
と
な
り
ま
す

が
、
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た

選
挙
運
動
は
引
続
き
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

◇
候
補
者
・
政
党
等
は
、
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
等
及
び
電
子
メ
ー
ル
を

　

利
用
し
た
選
挙
運
動
が
可
能
に

　

な
り
ま
す
。

＊
選
挙
運
動
と
は
、
特
定
の
選
挙

に
つ
い
て
、
特
定
の
候
補
者
の

当
選
を
目
的
と
し
、
投
票
を
得

ま
た
は
得
さ
せ
る
た
め
に
、
直

接
ま
た
は
間
接
に
有
利
な
行
為

の
こ
と
で
す
。
運
動
は
、公
示
・

告
示
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で

し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

＊
未
成
年
者
等
は
、
選
挙
運
動
を

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
内
線
３
３
２
～
３
３
４
）

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

    

『
平
和
』
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
　
　
パ
ネ
ル
展
等
を
開
催

平
和
の
尊
さ
や
命
の
大
切
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぐ


